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編集  富良野市企画振興課

広

報

特集　Ｐ２‐７　第５次富良野市総合計画の基本構想（案）がまとまりました

将来像は安心と希望、協働と活力の大地『ふらの』
Ｐ８‐９　地域活動レポート盈

子ども会に集まれ！合言葉は『すべては子どもたちのために』

Ｐ16　ズームアップふらの　Ｐ18　消費生活・健康情報

Ｐ20　暮らしの情報

○しみづ紫陽花ヶ丘（東鳥沼）に咲くあじさいです。清水輝一さんが何年もかけて土地を整備しながら
増やし、現在は約１００種類５０００株のあじさいが咲いています。
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第５次富良野市総合計画基本構想(原案)について（答申）

　第５次富良野市総合計画の策定にあたって、当審議会に諮問
のありました基本構想（原案）について慎重に審議を重ねてま
いりました。
　その結果、当審議会では、審議の過程で一部修正を行ったう
えで、基本構想の組み立て及びその内容について妥当であると
の結論を得ましたので、修正後の原案を添えて答申いたします。
　なお、審議会において別紙のとおり意見を取りまとめており
ますので、基本計画の策定及び総合計画の推進にあたっては、
その趣旨を十分に生かされるよう希望いたします。

別紙【答申にあたって付記する意見】

虚本基本構想（原案）では、全体を貫く考え方として、「市民の
暮らしを地域と行政がともに支えるまちづくり」及び「富良野
の魅力や強みを活かし創造するまちづくり」の２つの基本理念
が今回初めて設定され、これを受けた将来像では「安心」と
「希望」というフレーズが掲げられていました。当審議会では、
市民と行政が共有する目標をより一層明確にするため、「協働」
と「活力」の２つのフレーズを新たに加え、将来像を「安心と
希望、協働と活力の大地『ふらの』」に修正しております。

許本基本構想（原案）では、将来像の実現に向けて、５つの基
本目標と13の個別目標が掲げられました。今後、健全な財政運
営を基本に、市民、地域、事業所等と行政が相互理解と信頼関
係を深め、幅広い連携のもとでまちづくりが進められることを
希望します。

距少子高齢化と人口減少が全国的に進んでいますが、富良野市
も同様の傾向にあります。活力あるまちづくりを推進するため
には、人口減少を最小限にとどめる取り組みが極めて重要なこ
とから、福祉や医療・介護などの生活基盤や教育に関わる分野
の拡充はもとより、地域経済の活力を高めて雇用の場の確保を
図り、若い世代が希望をもって住み続けられるまちづくりの構
築を強く望みます。

総合計画審議会の開催経過

第１回審議会４月８日

第２回　〃４月２７日

第３回　〃５月１３日

第４回　〃６月２日

第５回　〃６月２５日

第６回　〃７月１６日

第７回　〃７月２２日

答申書起草委員会８月３日

第８回審議会８月９日

総合計画審議会委員（敬称略）

富良野市社会福祉協議会小玉 將臣

東山地域連絡協議会山崎 　修

※1市民公募熊崎 健治

富良野消費者協会高井 敏子

富良野商工会議所佐々木 淳

ふらの農業協同組合植崎 博行

富良野市連合町内会協議会赤塚 　健

富良野市女性団体連絡協議会山崎 時枝

富良野市文化団体協議会坂本 登志枝

※2富良野市ＰＴＡ連合会忍穂 良明

※3　　　　 〃白井 　彰

山部地区総合振興協議会駿河 　武

ふらの観光協会石川 　芳

富良野市老人クラブ連合会吉田 　薫

山部商工会大高 享次

富良野市民生委員児童委員協議会橘　 勝治

※1：4月22日辞任　※2：4月27日辞任　※3：4月27日就任

富良野市総合計画審議会で審議された基本構想（原案）に対する答申内容

８月９日の最終審議会後に答申書を市長に手渡し懇談する委員
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安
心
と
希
望
、
協
働

安
心
と
希
望
、
協
働
とと

活
力
の
大
地
『
ふ
ら
の

　
活
力
の
大
地
『
ふ
ら
の
』』

将将
来来
像像
はは

　

市
で
は
、
現
在
、
平
成　

年
度
か
ら
平
成　

年
度
を
目
途
と
し
た
概
ね　

年
間
を
計
画
期
間
と
す
る
「
第
5
次
富
良
野
市

23

32

10

総
合
計
画
」
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。
総
合
計
画
は
「
基
本
構
想
」
と
「
基
本
計
画
・
実
施
計
画
」
に
大
別
し
て
策
定
さ

れ
ま
す
が
、
こ
の
う
ち
、
富
良
野
市
の
将
来
像
（
め
ざ
す
姿
）
と
そ
の
実
現
に
向
け
た
基
本
的
な
方
向
（
目
標
）
を
定
め
る

基
本
構
想
原
案
に
つ
い
て
審
議
し
て
き
た
富
良
野
市
総
合
計
画
審
議
会
（
会
長
・
小
玉
將
臣
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
、
委

員　

人
）
が
結
審
し
ま
し
た
の
で
、
答
申
内
容
を
踏
ま
え
た
基
本
構
想
を
市
議
会
に
提
案
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

１４

　

基
本
構
想
の
概
要
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。
な
お
、
今
後
引
き
続
き
「
基
本
計
画
・
実
施
計
画
」
の
策
定
を
進
め
、
年
内

を
目
途
に
原
案
を
ま
と
め
て
公
表
す
る
予
定
で
す
。

基
本
構
想
の
策
定
経
過

　

基
本
構
想
は
行
政
運
営
の
指
針
と

な
る
も
の
で
、
市
民
や
事
業
所
な
ど

の
民
間
団
体
に
期
待
す
る
活
動
の
指

針
と
し
て
の
役
割
も
担
う
も
の
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、

市
民
意
識
調
査
の
実
施
、
市
長
と
語

ろ
う
地
域
懇
談
会
の
開
催
、
市
長
室

ト
ー
ク
や
ま
ち
づ
く
り
講
演
会
の
開

催
な
ど
を
通
じ
て
出
さ
れ
た
市
民
意

見
や
提
言
の
ほ
か
、
地
域
お
こ
し
懇

話
会
が
ま
と
め
た
「
新
し
い
総
合
計

画
に
向
け
た
提
言
書
」
の
内
容
な
ど

を
踏
ま
え
て
、
基
本
構
想
の
策
定
作

業
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

特
に
、
現
行
の
総
合
計
画
の
検
証

と
継
続
、
時
代
背
景
の
変
化
な
ど
へ

の
対
応
、
市
民
参
加
と
市
民
ニ
ー
ズ

の
反
映
の
ほ
か
、
安
全
安
心
、
子
育

て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
配
慮
、
優

れ
た
自
然
や
ブ
ラ
ン
ド
力
な
ど
の
強

み
を
生
か
す
た
め
に
、
で
き
る
だ
け

市
民
の
視
点
か
ら
目
標
を
立
て
る
こ

と
を
基
本
に
し
、
市
民
と
行
政
が
目

標
を
共
有
し
た
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

【別表１】第５次富良野市総合計画の構成と考え方

第
5
次
富
良
野
市
総
合
計
画
の
基
本
構
想
（
案
）
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
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の
推
進
を
基
本
構
想
づ
く
り
の
課
題

と
し
て
き
ま
し
た
。

　

本
年
４
月
８
日
に
発
足
し
た
富
良

野
市
総
合
計
画
審
議
会
で
は
、
総
合

計
画
の
構
成
と
考
え
方
、
基
本
構
想

の
概
要
案
（
骨
子
）、
原
案
な
ど
に
つ

い
て
、
延
べ
５
カ
月
間
、
計
８
回
に

わ
た
っ
て
審
議
を
行
な
っ
て
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
手
続
や
意
見
交
換
会
を
通
じ
て
市

民
意
見
の
反
映
も
行
わ
れ
て
き
ま
し

た
。
そ
れ
ら
の
内
容
を
踏
ま
え
て
ま

と
め
ら
れ
た
基
本
構
想
（
案
）
が
、

９
月
に
開
催
さ
れ
る
第
３
回
議
会
定

例
会
に
提
案
さ
れ
ま
す
。

基
本
構
想
の
構
成
と
概
要

　

基
本
構
想
は
「
第
１
部
序
論
」
と

「
第
２
部
基
本
構
想
」で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
（
本
紙
３
ペ
ー
ジ
【
別
表
１
】

の
ス
テ
ッ
プ
１
と
２
）。

　

第
１
部
の
序
論
は
、
現
状
の
認
識
、

課
題
の
把
握
、
期
間
の
設
定
が
主
な

内
容
で
、
第
１
章
計
画
策
定
の
趣
旨

か
ら
、
計
画
の
名
称
、
計
画
の
役
割
、

計
画
の
構
成
と
期
間
【
別
表
２
】、
市

民
意
識
、
ま
ち
づ
く
り
の
課
題
の
計

６
章
か
ら
構
成
さ
れ
、
第
２
部
の
基

本
構
想
で
定
め
る
目
標
づ
く
り
へ
の

橋
渡
し
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

第
２
部
の
基
本
構
想
は
、
第
１
部

の
序
論
を
受
け
て
目
標
の
設
定
と
道

筋
を
提
示
す
る
も
の
【
別
表
３
】
で
、

「
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
」「
将
来

像
（
め
ざ
す
姿
）」「
基
本
目
標
と
個

別
目
標
」
の
計
３
章
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

第
１
章
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理

念
は
、
現
状
や
課
題
、
地
域
特
性
を

踏
ま
え
て
、「
市
民
の
暮
ら
し
を
地
域

と
行
政
が
と
も
に
支
え
る
ま
ち
づ
く

り
」
と
「
富
良
野
の
魅
力
や
強
み
を

活
か
し
創
造
す
る
ま
ち
づ
く
り
」
の

２
つ
を
基
本
構
想
の
全
体
を
貫
く
考

え
方
と
し
て
示
し
て
い
ま
す
。

　

第
２
章
の
将
来
像
は
、
こ
の
基
本

理
念
に
沿
っ
て
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

【別表２】計画の構成と期間
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【別表３】基本理念･将来像と基本目標の作成プロセス

と
４
）
に
つ
い
て
は
、
前
後
期
各
５

カ
年
に
区
分
し
て
策
定
さ
れ
ま
す
が
、

引
き
続
き
、
年
内
目
途
に
施
策
の
内

容
を
ま
と
め
て
前
期
基
本
計
画
の
原

案
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、　
１０

〜　

月
に
「
市
長
と
語
ろ
う
地
域
懇

１１
談
会
」
を
開
催
し
、
明
年
１
月
に
は

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
の
実
施

な
ど
を
通
じ
て
、
総
合
計
画
の
最
終

案
を
ま
と
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
　
　

◇　
　
  
◇  　
　

◇

　

基
本
構
想
（
案
）
の
全
文
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
入
手
さ
れ
る
か
、

企
画
振
興
課
ま
た
は
山
部
支
所
・
東

山
支
所
で
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
次
ペ
ー
ジ
で
、基
本
構
想（
原

案
）
に
つ
い
て
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
手
続
、
意
見
交
換
会
を
行
い
、

出
さ
れ
た
意
見
を
紹
介
し
ま
す
。

鰹問
 

企
画
振
興
課
拶
３
９
‐
２
３
０
４

　

年
後
の
富
良
野
市
が
め
ざ
す
目
標

１０と
し
て
「
安
心
と
希
望
、
協
働
と
活

力
の
大
地
『
ふ
ら
の
』」
を
将
来
像
に

掲
げ
、「
住
み
続
け
た
い
ま
ち
、
そ
し

て
、
子
ど
も
た
ち
に
誇
れ
る
ま
ち
を

め
ざ
し
て
」
を
ま
ち
づ
く
り
の
テ
ー

マ
に
進
め
て
い
く
も
の
で
す
。

　

第
３
章
は
、
将
来
像
を
実
現
す
る

た
め
の
施
策
を
５
つ
の
領
域
に
分
け

て
次
の
「
基
本
目
標
」
を
設
定
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
基
本
目
標
ご

と
に
「
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る

環
境
づ
く
り
」
な
ど
、
合
わ
せ
て　
１３

の
個
別
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

前
期
基
本
計
画
の
原
案
は

年
内
目
途
に
公
表
へ

　

基
本
構
想
に
基
づ
い
て
策
定
さ
れ

る
基
本
計
画
と
実
施
計
画
（
本
紙
３

ペ
ー
ジ
【
別
表
１
】
の
ス
テ
ッ
プ
３

基
本
目
標

虚「
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を

み
ん
な
で
育
む
ま
ち
づ
く
り
」

許「
や
さ
し
さ
と
生
き
が
い
が
実

感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
」

距「
人
と
自
然
が
共
生
す
る
環
境

に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
」

鋸「
地
域
の
魅
力
あ
る
産
業
を
活

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
」

漁
「
市
民
と
地
域
、
行
政
が
協
働

し
て
築
く
ま
ち
づ
く
り
」

　第５次富良野市総合計画の基本構想（案）がまとまりました
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■
｢
ふ
ら
の
｣
の
ロ
ゴ
の
活

用
に
つ
い
て

【
意
見
の
内
容
】

　
　
　
　
　
　
　
（
４
年
前
に
富
良
野

　
　
　
　
　
　

市
に
移
住
し
て
）
一
番

　
　
　
　
　
　

魅
力
に
思
っ
た
の
は
、

　
　
　
　
　
　

農
地
・
自
然
の
景
観
で

　
　
　
　
　
　

す
。
そ
の
景
観
に
す
ご

　
　
　
　
　
　

く
マ
ッ
チ
し
て
い
た
の

　
　
　
　
　
　

が
、
ふ
ら
の
ワ
イ
ン
の

　
　
　
　
　
　
「
ふ
ら
の
」ひ
ら
が
な
の

商
標
で
す
。
バ
ス
に
も
そ
の
文
字
が
入

り
、
こ
の
地
を
表
現
す
る
に
一
番
適
し

た
ロ
ゴ
だ
と
、
私
個
人
は
思
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
当
時
は
印
象
に
残
っ
て
い

ま
し
た
。

　

地
産
食
材
の
味
覚
・
景
観
な
ど
の
視

覚
、「
ふ
ら
の
」
の
ロ
ゴ
は
観
光
地
富
良

野
を
印
象
付
け
る
要
素
の
１
つ
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
今
年
オ
ー
プ
ン
し
た

フ
ラ
ノ
･マ
ル
シ
ェ
を
何
故
こ
の
ロ
ゴ

で
標
記
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
、
残
念
に

思
っ
て
い
ま
す
。
極
端
な
言
い
方
で
す

が
、
観
光
地
・
み
や
げ
物
等
で
「
ふ
ら

の
」
と
表
さ
れ
る
も
の
は
す
べ
て
ロ
ゴ

を
統
一
さ
れ
た
ほ
う
が
、
印
象
は
強
い

と
思
い
ま
す
。

　

関
係
企
業
に
ロ
ゴ
の
清
刷
り
を
配
布

し
、（
所
有
権
は
市
役
所
と
聞
い
て
い
ま

す
の
で
、
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
ー
な
し
で
の

使
用
）
統
一
す
る
。
こ
の
様
な
こ
と
か

ら
、
市
民
の
一
体
感
も
生
ま
れ
る
よ
う

に
も
思
い
ま
す
。

【
市
の
考
え
方
】

　
「
ふ
ら
の
」
の
ロ
ゴ
は
、
昭
和　

年
、

５１

初
め
て
ワ
イ
ン
の
市
販
に
あ
た
っ
て
公

募
・
採
用
し
た
「
ふ
ら
の
ワ
イ
ン
」
の

ラ
ベ
ル
デ
ザ
イ
ン
（
商
標
登
録
）
の
中

か
ら
「
ふ
ら
の
」
の
部
分
を
広
く
一
般

に
開
放
し
、
自
由
に
使
用
し
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

　

当
時
か
ら
市
民
が
大
切
に
し
て
い
る

も
の
で
、
広
報
紙
の
題
字
や
一
部
の
市

施
設
の
愛
称
、
ふ
ら
の
バ
ス
の
ほ
か
、

観
光
協
会
の
ガ
イ
ド
冊
子
、
農
産
物
や

お
菓
子
、
特
産
品
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
や
ラ

ベ
ル
な
ど
に
も
数
多
く
活
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、「
ふ
ら
の
」
の
ロ
ゴ
は
、

全
国
的
に
も
好
印
象
を
も
っ
て
い
た
だ

き
、
富
良
野
市
の
発
展
に
大
き
く
寄
与

し
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

原
案
で
は
、
富
良
野
市
が
持
つ
ブ
ラ

ン
ド
力
な
ど
地
域
の
強
み
を
活
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
進
め
て
い
く
こ
と
を
基
本

理
念
の
１
つ
と
し
て
い
ま
す
。
現
在
、

「
ふ
ら
の
」
の
ほ
か
に
、「
富
良
野
」「
フ

FU
R
A
N
O
furano

ラ
ノ
」「  
 
 
 
 

」「      
」
な
ど

の
地
名
標
記
も
そ
れ
ぞ
れ
が
定
着
し
て

い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。「
ふ
ら
の
」
へ

の
ロ
ゴ
統
一
も
１
つ
の
考
え
方
で
す
の

で
、
今
後
、
地
名
ブ
ラ
ン
ド
の
積
極
的

な
活
用
を
進
め
て
い
く
際
の
参
考
に
い

た
し
ま
す
。

■
雇
用
問
題
に
つ
い
て

【
意
見
の
内
容
】

　

こ
の
地
で
は
、
非
常
に
難
し
い
問
題

で
す
が
、
安
定
し
た
収
入
＝
正
規
従
業

員
と
な
れ
る
企
業
の
勧
誘
が
必
要
だ
と

思
い
ま
す
。
い
く
ら
生
活
環
境
・
子
育

て
環
境
等
々
が
良
く
な
っ
て
も
、
安
定

し
た
収
入
を
得
な
け
れ
ば
、
生
涯
計
画

は
立
て
ら
れ
な
く
、
不
安
な
日
々
に
な

り
ま
す
。

　

子
ど
も
が
育
ち
、
い
ざ
就
職
と
な
っ

て
も
富
良
野
に
は
あ
ま
り
な
い
。
大
学

の
延
長
で
札
幌
や
本
州
に
就
職
す
る
。

人
口
は
増
え
な
い
。
移
住
者
も
就
職
先

が
パ
ー
ト
で
は
、
不
安
が
付
き
ま
と
う
。

　

安
心
と
希
望　

ま
ず
は
安
定
し
た
収

入
の
土
台
が
あ
っ
て
の
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
ま
ず
は
雇
用
問
題
を
重
視
し
て

い
た
だ
き
た
い
と

強
く
思
い
ま
す
。

【
市

の

考

え

方
】

　

市
民
の
安
定
し

た
暮
ら
し
の
実
現

に
は
、
雇
用
の
確

保
が
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
原
案

で
は
、
基
幹
産
業
の
農
業
経
営
の
安
定

と
担
い
手
の
育
成
、
観
光
関
連
産
業
の

振
興
、
地
域
の
特
性
と
資
源
を
活
用
し

た
企
業
立
地
の
促
進
の
ほ
か
、
医
療
・

福
祉
・
介
護
な
ど
生
活
福
祉
の
向
上
に

必
要
な
事
業
所
な
ど
の
立
地
や
環
境
関

連
産
業
の
創
出
を
雇
用
拡
大
の
重
要
な

取
り
組
み
課
題
（
目
標
）
の
１
つ
に
位

置
づ
け
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
、
前
期
基
本
計
画
を
策
定
す
る

段
階
で
企
業
振
興
促
進
条
例
や
工
場
等

誘
致
特
別
措
置
条
例
を
活
用
し
、
企
業

誘
致
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

■
基
本
目
標
３
「
個
別
目
標
１

安
全
で
安
心
で
き
る
快
適
な

生
活
環
境
づ
く
り
」
に
つ
い
て

【
意
見
の
内
容
】

　
「
ご
み
の
分
別
と
リ
サ
イ
ク
ル
、バ
イ

オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
創
出
な
ど
を
通
じ

て
」
と
あ
り
ま
す
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

創
出
を
バ
イ
オ
と
し
な
い
で
新
エ
ネ
ル

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施
結
果

６
月　

日
か
ら
７
月
５
日
ま
で
基
本
構
想
の
原
案
に
対
し
て
意
見
募
集
を
し
、
３

１５

件
（
２
人
）
の
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
意
見
と
そ
れ
に
対
す
る
市
の
考
え
方

を
次
の
と
お
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。



7 こうほう No.588

懇
話
会
で
も
議
論
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

山
部
地
区
で
は
、
地
域
づ
く
り
を
ど

う
考
え
て
い
く
か
を
中
心
に
山
部
ま
ち

お
こ
し
委
員
会
な
ど
住
民
と
行
政
が
一

緒
に
考
え
、「
山
部
地
域
観
光
振
興
計

画
」
を
策
定
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

東
山
地
区
で
も
昨
年
よ
り
農
村
実
態
調

査
を
行
い
、
地
域
住
民
と
意
見
交
換
を

し
な
が
ら
振
興
計
画
を
策
定
す
る
予
定

で
進
め
て
い
ま
す
。
地
域
振
興
が
地
域

力
を
向
上
さ
せ
る
も
の
と
考
え
、
総
合

計
画
の
中
で
も
地
域
活
性
化
の
取
り
組

み
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
も
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。

■
農
村
対
策
に
つ
い
て

【
意
見
の
内
容
】

　

農
村
対
策
の
課
題
と
し
て
、
花
嫁
対

策
や
後
継
者
問
題
が
あ
り
ま
す
が
、
新

規
就
農
者
へ
の
支
援
や
移
住
者
の
雇
用

の
場
の
確
保
と
し
て
農
業
生
産
法
人
な

ど
で
の
就
労
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
就

農
や
移
住
対
策
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

市
の
考
え
は
。

【
市
の
考
え
方
】

　

新
規
就
農
に
は
農
業
研
修
の
ほ
か
、

融
資
な
ど
の
支
援
制
度
は
あ
っ
て
も
資

金
上
の
問
題
が
あ
っ
て
、
す
ぐ
に
就
農

す
る
こ
と
に
は
な
か
な
か
で
き
な
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
従
来
か

ら
実
施
し
て
い
る
花
嫁
対
策
の
ほ
か
、

新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
第
三
者
経

営
移
譲
も
視
野
に
入
れ
た
対
策
も
行
う

予
定
で
す
。
高
齢
の
農
業
経
営
者
と
の

橋
渡
し
や
課
題
と
な
っ
て
い
る
相
続
問

題
や
農
業
機
械
利
用
な
ど
資
金
対
策
に

つ
い
て
も
検
討
を
進
め
て
い
く
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

　

移
住
対
策
に
つ
い
て
は
、
昨
年
、
民

間
と
一
緒
に
協
議
会
を
設
立
し
て
取
り

組
み
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

移
住
者
の
農
業
就
労
に
つ
い
て
は
農
業

生
産
法
人
が
市
内
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

雇
用
従
業
員
と
し
て
就
農
が
可
能
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

■
策
定
の
経
過
に
つ
い
て

【
意
見
の
内
容
】

　

資
料
に
よ
る
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
会
議

な
ど
を
経
て
策
定
し
て
き
た
と
の
経
過

が
あ
る
が
、
そ
の
意
見
は
ど
の
よ
う
に

反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　

意
見
交
換
会
に
は
３
人
の
参
加
の
み
。

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。
広
く

集
ま
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
検
討
が
必

要
で
は
。

【
市
の
考
え
方
】

　

策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
庁
内
組
織
で

の
検
討
の
ほ
か
、
地
域
お
こ
し
懇
話
会
、

地
域
懇
談
会
、
市
民
意
識
調
査
、
ま
ち

づ
く
り
講
演
会
な
ど
で
出
さ
れ
た
意
見

な
ど
が
計
画
に
反
映
で
き
る
よ
う
進
め

て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

基
本
構
想
の
原
案
は
６
月
に
全
戸
に

配
布
し
、
市
民
参
加
手
続
き
と
し
て
、

審
議
会
の
開
催
の
ほ
か
に
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
や
意
見
交
換
会
を
実
施
し
て

い
ま
す
が
、
秋
に
は
基
本
計
画
に
つ
い

て
地
域
懇
談
会
を

開
催
し
、
そ
の
時

に
も
意
見
を
い
た

だ
く
予
定
で
す
。

ま
た
、
市
民
か
ら

の
意
見
は
常
時
、

企
画
振
興
課
で
受

け
て
い
ま
す
。

■
人
口
の
推
移
に
つ
い
て

【
意
見
の
内
容
】

　

山
部
地
区
は
、
本
年
度
小
学
校
の
新

入
学
児
童
が
５
人
。
来
年
は　

人
の
予

１７

定
で
す
が
、
そ
の
後
に
つ
い
て
は
一
桁

台
に
な
る
状
況
で
、
農
業
者
、
商
業
者

も
高
齢
化
し
て
お
り
、
限
界
集
落
化
が

心
配
さ
れ
ま
す
が
、
市
の
考
え
方
は
。

【
市
の
考
え
方
】

　

人
口
の
減
少
に
よ
り
限
界
集
落
化
が

懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
お
こ
し

い
て
検
討
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
太
陽
光
や
風
力
な
ど

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
な
ど
、
今
後
、
人

と
自
然
が
共
生
可
能
な
ク
リ
ー
ン
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
普
及
と
意
識
の
高
揚
も
重
要

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
い
う
趣
旨
を
含
め
て
「
バ
イ
オ

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
創
出
な
ど
を
通
じ
て
」

と
し
て
い
ま
し
た
が
、
ご
意
見
の
と
お

り
意
図
が
明
確
に
な
る
よ
う
「
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
導
入
と
普
及
を
通
じ
て
」
に

修
正
い
た
し
ま
す
。

ギ
ー
と
し
た
方
が
良
い
と
思
い
ま
す
。

太
陽
光
、
風
力
、
水
力
と
将
来
取
り
組

む
こ
と
が
見
え
て
い
る
。
バ
イ
オ
に
限

定
す
る
よ
り
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
広

く
取
り
入
れ
る
表
現
に
す
べ
き
だ
と
思

い
ま
す
。

【
市
の
考
え
方
】

　

廃
棄
物
な
ど
の
有
効
利
用
の
視
点
か

ら
、
従
来
の
固
形
燃
料
に
加
え
て
地
域

の
森
林
剪
定
枝
な
ど
を
活
用
し
た
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
創
出
に
つ

意
見
交
換
会
の
開
催
結
果

７
月　

日
に
山
部
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
た
意
見
交
換
会
に
て
、
３
件
（
２
人
）

１５

の
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　第５次富良野市総合計画の基本構想（案）がまとまりました
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地
域
活
動
レ
ポ
ー
ト
盈

子
ど
も
会
に
集
ま
れ

子
ど
も
会
に
集
ま
れ
！！

合
言
葉
は『
す
べ
て
は
子

合
言
葉
は『
す
べ
て
は
子
どど

も
た
ち
の
た
め
に

も
た
ち
の
た
め
に
』』

■
山
部
地
区
子
ど
も
会
育
成
協
議
会
■

　

夏
休
み
も
中
盤
を
迎
え
た
８
月

５
日
の
夕
方
、 
行  
灯 
や

あ
ん 
ど
ん

 
提  
灯 
の
灯

ち
ょ
う 
ち
ん

り
と
と
も
に
山
部
の
子
ど
も
た
ち

が
一
堂
に
会
し
、
七
夕
祭
り
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
今
年
で　

回
目
と

２１

な
る
七
夕
祭
り
を
開
催
し
た
の
は

山
部
地
区
子
ど
も
会
育
成
協
議
会

（
高
橋
穣
二
会
長
）。

　

用
意
さ
れ
た
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
や

か
き
氷
を
片
手
に
、
短
冊
に
願
い

事
を
書
い
て
柳
に
飾
り
付
け
を
す

る
子
ど
も
た
ち
。
会
場
が
徐
々
に

に
ぎ
や
か
に
な
り
日
が
暮
れ
て
暗

く
な
り
始
め
た
こ
ろ
、
か
き
氷
を

提
灯
に
持
ち
替
え
て
提
灯
行
列
が

始
ま
り
ま
し
た
。
山
部
地
区
子
ど

も
会
の
提
灯
行
列
は
、
毎
年
手
製

の
行
灯
や 
竿  
灯 
も
用
意
さ
れ
大
変

か
ん 
と
う

華
や
か
で
す
。
市
街
地
を
練
り
歩

き
、
祭
り
会
場
に
戻
る
と
、
み
ん

な
で
花
火
を
楽
し
み
大
盛
り
上
が

り
。
最
後
に
お
や
つ
を
も
ら
っ
て

笑
顔
で
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

山
部
地
区
子
ど
も
会
で
は
、
七

夕
祭
り
の
ほ
か
に
も
、
ク
リ
ス
マ

ス
交
流
会
や
カ
ル
タ
大
会
な
ど
の

交
流
行
事
、
ま
た
「
や
ま
べ
ふ
れ

あ
い
祭
り
（
魚
の
つ
か
み
取
り
）」

や
「
や
ま
べ
ゆ
き
ん
こ
祭
り
（
滑

り
台
作
り
な
ど
）」
と
い
っ
た
地
域

イ
ベ
ン
ト
運
営
の
一
翼
を
担
っ
て

お
り
、
山
部
の
子
ど
も
た
ち
に
は

欠
か
せ
な
い
大
変
な
じ
み
の
深
い

組
織
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
減
少
傾
向
に
あ
る
子
ど
も
た

 竿  灯 の灯りにいざなわれるように、提灯を持って市街地を練り歩く子どもたち
かん とう

　

土
曜
日
の
賑
わ
う
フ

ラ
ノ
・
マ
ル
シ
ェ
で
「
ス

イ
カ
、
メ
ロ
ン
の
試
食
は

い
か
が
で
す
か
ぁ
」
と
威

勢
の
良
い
か
け
声
を
響

か
せ
て
い
た
の
は
、
ふ
ら

の
農
業
協
同
組
合
青
年

部
富
良
野
支
部
（
岡
野
恭

輔
理
事
長
）の
み
な
さ
ん
。

「
農
フ
ー
ド
農
ラ
イ
フ
」

と
銘
打
っ
て
、
富
良
野
産

農
産
物
の
Ｐ
Ｒ
販
売
を

行
い
ま
し
た
。
Ｐ
Ｒ
販
売

は
、
毎
年
こ
の
時
期
に
開

催
し
て
お
り
、
青
年
部
の

恒
例
行
事
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

夏
休
み
期
間
と
い
う
の
と
、
マ

ル
シ
ェ
の
集
客
力
も
手
伝
っ
て
、

観
光
客
な
ど
の
来
場
者
が
、
次
か

ら
次
へ
と
試
食
、
購
入
し
て
い
き

ま
し
た
。
午
前
中
で
終
了
の
予
定

を
２
時
間
延
長
す
る
盛
況
ぶ
り
に

納
得
の
岡
野
理
事
長
は
、「
ま
ち
づ

く
り
会
社
や
ふ
ら
の
農
協
の
協
力

の
お
か
げ
で
す
」
と
控
え
め
に
話

し
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
は
、
試
食
販
売
だ

け
で
は
な
く
、
青
年
部
の
取
り
組

み
を
ボ
ー
ド
（
板
）
で
展
示
・
紹

介
し
ま
し
た
。
青
年
部
で
は
小
学

校
の
授
業
で
行
っ
て
い
る
農
作
業

体
験
の
サ
ポ
ー
ト
、
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
な
ど
の
交
流
事
業
、
視
察
研
修
、

親
睦
ビ
ー
ル
パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど
を
、

『農フード農ライフ『農フード農ライフ』』
農業青年たちの取農業青年たちの取りり
組組みみ

来場者とコミュニケーションをとり、PR販売を行う青年部■ふらの農業協同組合青年部富良野支部■
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人

　
「
水
落
と
し
？
二
人
と
も
何
の

こ
と
か
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
」

と
ス
キ
ー
が
で
き
る
こ
と
以
外
、

ほ
と
ん
ど
富
良
野
の
知
識
を
持
た

ず
に
こ
の
地
を
訪
れ
た
当
時
を
笑

い
な
が
ら
話
す
鈴
木
さ
ん
夫
妻
。

　

兵
庫
県
出
身
の
教
丙
さ
ん
と

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
出
身
の
ジ
ェ
シ

カ
さ
ん
は
1
年
半
前
に
富
良
野
に

移
り
住
み
ま
し
た
。

　

鈴
木
さ
ん
夫
妻
が
初
め
て
富
良

野
を
訪
れ
た
の
は
寒
さ
の
厳
し
い

お
正
月
。「
吹
雪
で
前
が
見
え
ま
せ

ん
で
し
た
。
人
の
住
む
と
こ
ろ
で

は
な
い
と
思
い
ま
し
た
」
と
い
き

な
り
北
国
の
洗
礼
を
浴
び
た
二
人

で
し
た
が
、「
朝
に
は
吹
雪
が
止
ん

で
い
て
、
真
っ
白
な
十
勝
岳
連
峰

が
一
望
･･･。
感
動
的
で
し
た
」

と
一
夜
明
け
一
転
、
北
国
の
粋
な

歓
迎
を
受
け
ま
し
た
。

　

二
人
は
、
関
西
の
大
学
時
代
に

知
り
合
い
、
お
互
い
に
東
京
で
就

職
、
そ
し
て
結
婚
。
そ
の
後
ジ
ェ

先輩移住者のおかげで自然と地域に溶け込めました

良野に

鈴木 教丙さん

　　 ジェシカさん
島ノ下

すずき

シ
カ
さ
ん
の
故
郷
で
あ
る
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
に
移
り
住
も
う
と
二
人

は
仕
事
を
辞
め
ま
し
た
が
、
移
り

住
む
前
に
教
丙
さ
ん
が
大
好
き
な

ス
キ
ー
を
思
う
存
分
し
た
い
と
日

本
列
島
を
北
上
し
、
行
き
着
い
た

の
が
富
良
野
で
し
た
。
教
丙
さ
ん

は
「
当
初
は
長
め
の
ハ
ネ
ム
ー
ン

の
つ
も
り
で
し
た
」
と
話
す
よ
う

に
3
ヶ
月
ほ
ど
の
長
期
滞
在
の
予

定
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

転
機
と
な
っ
た
の
は
、
富
良
野

弥
栄
太
鼓
保
存
会
の
方
々
と
の
出

会
い
。
ジ
ェ
シ
カ
さ
ん
が
以
前
か

ら
興
味
の
あ
っ
た
日
本
の
文
化

『
和
太
鼓
』。
街
で
見
つ
け
た
富
良

野
弥
栄
太
鼓
保
存
会
の
チ
ラ
シ
を

見
て
、
す
ぐ
に
二
人
は
入
会
し
ま

し
た
。
保
存
会
に
は
奇
遇
に
も
二

人
と
同
じ
大
学
に
通
っ
て
い
た
移

住
者
の
先
輩
が
い
ま
し
た
。
教
丙

さ
ん
は
「
富
良
野
の
楽
し
み
方
や
、

色
々
な
人
を
紹
介
し
て
も
ら
い
、

と
て
も
親
切
に
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
富
良
野
は
自
分
と
同
じ
関
西

か
ら
の
移
住
者
が
多
く
て
、
自
然

と
地
域
に
溶
け
込
め
ま
し
た
」
と

先
輩
移
住
者
が
架
け
橋
と
な
り
、

そ
れ
が
富
良
野
に
移
り
住
む
大
き

な
き
っ
か
け
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

ま
た
、「
富
良
野
は
人
と
人
の
距
離

が
近
い
し
、
世
代
の
垣
根
も
な
く

て
い
い
で
す
」
と
話
す
よ
う
に
積

極
的
に
地
域
の
方
々
と
関
わ
っ
て

い
ま
す
。

　

現
在
、
株
式
会
社
ゆ
あ
さ
で
働

く
教
丙
さ
ん
は
、「
早
く
仕
事
を
覚

え
て
会
社
に
貢
献
し
た
い
で
す
」

と
意
気
込
み
ま
す
。
ま
た
、
美
瑛

の
英
語
指
導
助
手
や
英
会
話
教
室
、

語
学
研
修
の
講
師
を
務
め
る
ジ
ェ

シ
カ
さ
ん
は
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

と
は
ま
た
違
う
緑
豊
か
な
富
良
野

の
自
然
と
た
く
さ
ん
あ
る
カ
フ
ェ

巡
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
」
と
富

良
野
を
満
喫
し
て
い
る
様
子
。

　
「
こ
れ
か
ら
千
葉
か
ら
来
た
友

だ
ち
と
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
に
行
っ
て

き
ま
す
」
と
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
富

良
野
を
楽
し
む
二
人
が
、
ま
た
新

た
な
架
け
橋
と
な
っ
て
、
富
良
野

に
人
を
惹
き
つ
け
て
い
き
ま
す
。

移る

富永

富良野での出来事をユニークに話すジェシ
カさんとそれを優しく見守る教丙さんの仲
睦まじい姿が印象的な鈴木さん夫妻

きょうへい
ち
を
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
見

守
り
育
て
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

す
が
、
大
人
も
子
ど
も
た
ち
も
忙

し
す
ぎ
る
世
の
中
に
な
り
、
子
ど

も
会
と
し
て
も
課
題
は
多
い
で

す
」
と
高
橋
会
長
。
子
ど
も
の
人

数
が
多
く
、
町
内
や
農
事
組
合
ご

と
に
子
ど
も
会
が
運
営
さ
れ
活
発

の
機
能
も
果
た
す
必
要
が
あ
る
と

い
い
ま
す
。「
今
後
も
微
力
な
が
ら
、

育
成
員
一
同
『
す
べ
て
は
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
』
を
合
言
葉
に
会

の
運
営
を
進
め
て
い
き
た
い
」
と

い
う
高
橋
会
長
の
言
葉
か
ら
、
子

ど
も
会
に
対
す
る
熱
い
思
い
が
感

じ
と
れ
ま
し
た
。

な
時
代
は
、
そ
れ
ら
の
子
ど
も
会

同
士
の
交
流
や
リ
ー
ダ
ー
の
養
成

を
中
心
に
事
業
が
組
ま
れ
て
い
た

山
部
地
区
子
ど
も
会
。
し
か
し
、

少
子
化
が
進
み
子
ど
も
会
組
織
が

維
持
で
き
な
い
町
内
が
増
え
て
い

る
現
在
で
は
、
子
ど
も
会
の
な
い

町
内
の
子
ど
も
の
受
け
皿
と
し
て

忙
し
い
農
作
業
の
合
い
間
を
縫
っ

て
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
「
青
年
部
の
大
き
な
目
標
で
あ

る
仲
間
づ
く
り
に
よ
り
横
の
連
携

を
深
め
、
富
良
野
の
農
業
を
支
え

て
い
け
た
ら
嬉
し
い
で
す
」
と
岡

野
理
事
長
。「
後
継
者
問
題
な
ど
の

課
題
も
山
積
す
る
中
で
の
農
業
経

営
で
す
が
、
青
年
部
活
動
を
き
っ

か
け
に
日
常
の
情
報
や
技
術
の
交

換
な
ど
を
積
極
的
に
行
い
、
今
後

は
、
視
察
な
ど
の
研
修
活
動
を
充

実
さ
せ
、
新
し
い
情
報
を
取
り
入

れ
て
視
野
を
広
げ
、
農
業
の
発
展

に
努
め
た
い
」
と
抱
負
を
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
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９９月月1199日日(日(日))
  AM１０:００～ PM 2:０AM １０:００ ～ PM 2:０００
駅前公  駅前公園園

連携イベント

  PM１８:３０～２０:３PM １８:３０ ～ ２０:３００ (受付 18:00)(受付 18:00) 
   「ふらっと」「ふらっと」横横『リバーモール『リバーモール』』

第３回ふらの
はしご酒大会

前売券：3,000円　当日券：3,500円
取扱先：商工会議所、北酒販、商工観光
課、はしご酒参加店

一つ、2時間以内に５店をはしごするこ一つ、2時間以内に５店をはしごすることと
一つ、一気飲みをしないこ一つ、一気飲みをしないことと
一つ、乗り物を使用しないこ一つ、乗り物を使用しないことと
一つ、ふらのの夜を楽しむこ一つ、ふらのの夜を楽しむことと

新規開拓もよし、行きつけもよし

心得

雑踏事故防止のため中央歩道橋を通行
止めとします。恐れ入りますがポッポブ
リッジを利用ください。

「中央歩道橋」通行止め
９月１９日鰹日 　午前９時～午後３時

無料シャトルバスを運行します
協会病院駐車場とスポーツセンターか
ら会場へは、無料のシャトルバスを運
行しますのでどうぞご利用ください。

 鰹問 ふ ら の ワ イ ン ぶ ど う 祭 り 実 行 委 員 会　 拶 ３９ ‐ ２３１２

楽しいイベ
ント

楽しいイベ
ント♪♪

参加して特
産品をゲッ

ト
　参加して

特産品をゲ
ット！！

ジャンボチ
ーズフォン

デュ
ジャンボチ

ーズフォン
デュ！！

ワインを使
った創作料

　ワインを
使った創作

料理理

◆和風スナック愛
◆スナックあかり
◆カラオケ喫茶あした
◆和風スナックいちい
◆おでん一将
◆スナックヴィジョン
◆おばんざい潮
◆歌謡スナック歌どろぼう
◆スナック啄木鳥(きつつき)
◆ドリームハウス金魚
◆スナックさくら
◆お好み焼き鮮弥
◆ＤｏｏＲｓ（ドアーズ）
◆鳥せい
◆富川製麺所
◆居酒屋なんまら
◆春ちゃん寿司
◆そば処半月
◆スナック雛Hina

◆居酒屋ふきのとう
◆ファミリーコンパフロリダ
◆居酒屋へそ
◆てっぱん・お好み焼きまさ屋
◆フリートークマドンナ
◆炭火焼肉○元
◆ミュージックパブミカド
◆パブスナック美っち
◆ナイトプラザ美濃
◆ＳＮＡＣＫゆかＲ．
◆RISE(ライズ)
◆SNACK　Lily（リリー）
◆パブスナック凜（りん）
◆パブスナックニューラベンダー
◆くんえん工房YAMADORI
◆居酒屋炉ばた
◆居酒屋我が家
◆スナックバーＯＮＥ’Ｓ（ワンズ）
◆麺’sＢＡＲワンダー

参　加　店

ふらふらのの
ワインぶどう祭ワインぶどう祭りり20120100

in まin まちちなかなか

子どもの大
好き

子どもの大
好きなな

体験コーナ　体験コー
ナーー

９９月月11７７日日(金(金))
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ロゼワイン部門

ソレイユ
　華やかなぶどうの香り（マ
スカット香）が強く、アル
コール分が低めで飲みやす
い甘酸っぱい風味が特徴で
す。ワインを飲みなれていな
い方や食前酒として幅広い
層の方々に人気があり、４年
連続の銅賞受賞です。

品種：ニューヨークマスカッ
ト、セイベル（13053）

欧州系品種白部門

シャトーふらの白
　柑橘系果実やハーブのさ
わやかな香りが最初に感じ
られ、後からは完熟した桃の
ような甘い香りが広がりま
す。遅摘みしたぶどうを使用
しているため、エキス分が豊
富で濃厚な味わいを楽しめ
る最高級白ワインです。２年
連続の銅賞受賞です。

品種：バッカス、ケルナー

欧州・国内改良品
種等ブレンド部門

 羆 の晩酌 ２００７ ビンテージ
ひぐま

　このワインに使用している
品種は、ふらのワインが独自に
山ぶどうとセイベルを交配さ
せ開発した『ふらの２号』から
製造したワイン。しっかりした
酸とスパイシーな味わいが特
徴です。２００７年にも銅賞を受賞
し、今回２度目の受賞です。

品種：ふらの２号、ツバイゲル
トレーべ

ふ
ら
の
ワ
イ
ン

3
種
が
受
賞

‐
国
産
ワ
イ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
２
０
１
０
‐

市
内
限
定
販
売     

 
ロ
ゼ
ワ
イ
ン
発
売

市
内
在
住
画
家
「
イ
マ
イ
カ

ツ
ミ
氏
」
の
風
景
画
ラ
ベ
ル

『
オ
リ
ジ
ナ
ル
新
酒
ロ
ゼ
』

を
プ
レ
ゼ
ン
ト

市内限定価格  800円
（通常価格1,015円）

　

市
民
に
限
り
、
ケ
ー
ス
で
購
入
し
、

付
属
の
応
募
は
が
き
を
投
函
い
た
だ

く
と
、
も
れ
な
く
『
オ
リ
ジ
ナ
ル
新

酒
ロ
ゼ
』を
１
ケ
ー
ス
に
つ
き
１
本
差

し
上
げ
ま
す
。オ
リ
ジ
ナ
ル
新
酒
ロ
ゼ

は
、
市
販
の
ロ
ゼ
ワ
イ
ン
よ
り
、
甘

味
が
強
く
フ
ル
ー
テ
ィ
ー
な
香
り
が

特
徴
で
す
。こ
の
機
会
に
し
か
手
に
入

ら
な
い
稀
少
な
ワ
イ
ン
で
す
。

販売期間：9月１５日～１０月３１販売期間：9月１５日～１０月３１日日

【国産ワインコンクール】

国産原料を使用した国産
ワインの品質と認知度の
向上を図り、各産地のイ
メージと国産ワインの個
性や地位を高めることを
目的とする国内初のワイ
ンコンクール

富良野市ぶどう果樹研究所
亀渕業務製造課長から一言

「今年も名誉ある賞をいた
だき光栄です。どれも連続
受賞や過去に受賞したワイ
ンで、安定して高い評価を
いただいています。贈り物
や特別な日の１本としてい
かがでしょうか」

銅 奨励

銅 　

今
年
７
月
に
山
梨
で
開
催
さ
れ
た

国
産
ワ
イ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
２
０
１
０

（
第
８
回
）
に
お
い
て
、
ふ
ら
の
ワ
イ

ン
は
銅
賞
が
２
種
、
奨
励
賞
を
１
種
受

賞
し
ま
し
た
。『
シ
ャ
ト
ー
ふ
ら
の
白
』

は
２
年
連
続
、『
ソ
レ
イ
ユ
』
は
４
年

連
続
、『 
羆 
の
晩
酌
』
は
２
度
目
の
受

ひ
ぐ
ま

賞
で
す
。

架
ワ
イ
ン
工
場　
　

２
２
‐
３
２
４
２
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市政
アラカルト

９月SEPTEMBER

子
ど
も
手
当
の
お
知
ら
せ

【
申
請
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？
】

　

子
ど
も
手
当
は
、
中
学
生
ま
で
の
子
ど

も
1
人
あ
た
り
月
額
１
３
０
０
０
円
を
親

な
ど
に
支
給
す
る
制
度
で
す
。
ま
だ
手
続

き
し
て
い
な
い
方
は
９
月　

日
鰹木
 

ま
で
に

３０

手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

●
本
年
３
月
ま
で
児
童
手
当
を
受
給
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
方
で
、
中
学
生
以
下
の
子

ど
も
を
養
育
し
て
い
る
方

●
本
年
３
月
ま
で
児
童
手
当
を
受
給
さ
れ

て
い
た
方
で
、
中
学
２
・
3
年
生
の
子
ど

も
を
養
育
し
て
い
る
方

※　

月
１
日
以
降
の
申
請
は
、
申
請
日
の

１０
翌
月
か
ら
の
支
給
と
な
り
ま
す
。

※
公
務
員
の
方
は
勤
務
先
へ
お
問
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
現
況
届
の
提
出
は
お
忘
れ
な
く
】

　

子
ど
も
手
当
の
現
況
届
を
６
月
上
旬
に

郵
送
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
提
出
し
て
い
な

い
方
は
、
至
急
、
保
健
医
療
課
医
療
給
付

係
（
市
役
所
③
番
窓
口
）
ま
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
提
出
が
な
い
場
合
は
６
月
以

降
の
子
ど
も
手
当
が
受
給
で
き
ま
せ
ん
。

※
４
月
以
降
に
子
ど
も
手
当
の
請
求
手
続

き
を
し
た
方
は
現
況
届
の
提
出
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

鰹問
 

保
健
医
療
課　

拶
３
９
‐
２
２
５
５

９
月
９
日
は
救
急
の
日
で
す

　

救
急
の
日
は
、
広
く
み
な
さ
ん
に
救
急

業
務
及
び
救
急
医
療
に
つ
い
て
正
し
く
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
「
き
ゅ
う

き
ゅ
う
」
に
ち
な
ん
で
９
月
９
日
と
定
め

ら
れ
ま
し
た
。

　

い
つ
、
ど
こ
で

起
き
る
か
予
測
で

き
な
い
突
然
の
け

が
や
病
気
に
な
っ

た
と
き
、
病
院
に

行
く
ま
で
や
救
急

車
が
到
着
す
る
ま
で
に
、
家
庭
や
職
場
で

で
き
る
手
当
て
を
「
応
急
手
当
」
と
い
い

ま
す
。
脳
や
心
臓
の
病
気
、
大
量
出
血
や

重
い
や
け
ど
・
骨
折
な
ど
で
救
急
車
が
到

着
す
る
ま
で
に
応
急
手
当
が
さ
れ
な
け
れ

ば
、
助
か
る
命
を
救
え
な
く
な
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

　

消
防
署
で
は
、
希
望
に
応
じ
て
各
事
業

所
・
町
内
会
・
学
校
・
ス
ポ
ー
ツ
団
体
・

サ
ー
ク
ル
な
ど
を
対
象
に
し
た
応
急
手

当
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
を
実
施
し
て
い
ま
す
の

で
利
用
く
だ
さ
い
。

鰹問
 

富
良
野
消
防
署　

拶
２
３
‐
５
１
１
９

私
は
、
原
水
爆
禁
止
富
良
野
実

　

私
は
、
原
水
爆
禁
止
富
良
野
実
行行

委
員
会
の
推
薦
に
よ
り
、
広
島
大

委
員
会
の
推
薦
に
よ
り
、
広
島
大
会会

に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。。

今
大
会
に
は
、
北
海
道
代
表
団
１

今
大
会
に
は
、
北
海
道
代
表
団
１
６６

４
人
、
う
ち
道
北
代
表
団

人
、

４
人
、
う
ち
道
北
代
表
団　

人
、
富富

１６１６

良
野
か
ら
は
私
を
含
む
２
人
が
参

良
野
か
ら
は
私
を
含
む
２
人
が
参
加加

し
ま
し
た
。
今
年
は
、
広
島
・
長

し
ま
し
た
。
今
年
は
、
広
島
・
長
崎崎

に
原
爆
が
投
下
さ
れ
て

年
目
と

に
原
爆
が
投
下
さ
れ
て　

年
目
と
なな

６５６５

り
、
一
つ
の
節
目
と
な
る
大
会
で

り
、
一
つ
の
節
目
と
な
る
大
会
で
しし

た
。
８
月
６
日
の
大
会
に
は
、
全

た
。
８
月
６
日
の
大
会
に
は
、
全
国国

各
地
よ
り
８
０
０
０
人
を
超
え
る

各
地
よ
り
８
０
０
０
人
を
超
え
る
参参

加
者
が
集
ま
り
ま
し
た

加
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。。

ま
た
、
国
連
事
務
総
長
が
広
島

　

ま
た
、
国
連
事
務
総
長
が
広
島
平平

和
記
念
式
典
に
初
参
列
し

和
記
念
式
典
に
初
参
列
し
、、
大
会
に

大
会
に

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
（

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
（
核核

拡
散
防
止
条
約
）
再
検
討
会
議
議

拡
散
防
止
条
約
）
再
検
討
会
議
議
長長

か
ら
も
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ

か
ら
も
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
るる

な
ど
、
日
本
の
平
和
運
動
が
高
く

な
ど
、
日
本
の
平
和
運
動
が
高
く
評評

価
さ
れ
る
大
会
と
な
り
ま
し
た

価
さ
れ
る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。。

こ
の
大
会
前
の
５
月
に
、
ニ
ュ

　

こ
の
大
会
前
の
５
月
に
、
ニ
ュ
ーー

ヨ
ー
ク
で
開
催
さ
れ
た
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再

ヨ
ー
ク
で
開
催
さ
れ
た
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検検

討
会
議
に
向
け
た
被
爆
国
の
運
動

討
会
議
に
向
け
た
被
爆
国
の
運
動
とと

し
て
、
議
長
へ
「
核
兵
器
の
な
い

し
て
、
議
長
へ
「
核
兵
器
の
な
い
世世

界
を
」
の
６
９
０
万
を
超
え
る
署

界
を
」
の
６
９
０
万
を
超
え
る
署
名名

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
署
名

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
署
名
にに

は
高
橋
は
る
み
知
事
の
署
名
も
あ
り

は
高
橋
は
る
み
知
事
の
署
名
も
あ
り
、、

私
た
ち
富
良
野
市
民
の
署
名
も
含

私
た
ち
富
良
野
市
民
の
署
名
も
含
まま

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
同
会
議
が

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
同
会
議
が
合合

意
し
た
「
核
兵
器
の
な
い
世
界
の

意
し
た
「
核
兵
器
の
な
い
世
界
の
平平

和
と
安
全
」
は
、
冷
戦
時
代
の
「

和
と
安
全
」
は
、
冷
戦
時
代
の
「
核核

兵
器
に
よ
る
安
全
」
と
対
極
を
な

兵
器
に
よ
る
安
全
」
と
対
極
を
な
すす

も
の
で
、
核
兵
器
保
有
国
は
「
自

も
の
で
、
核
兵
器
保
有
国
は
「
自
国国

の
核
兵
器
廃
絶
」
を
誠
実
に
追
及

の
核
兵
器
廃
絶
」
を
誠
実
に
追
及
すす

る
義
務
を
負
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た

る
義
務
を
負
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。。

私
は
、
こ
の
よ
う
な
現
実
に
沿

　

私
は
、
こ
の
よ
う
な
現
実
に
沿
っっ

て
本
質
を
正
し
く
と
ら
え
、
多
く

て
本
質
を
正
し
く
と
ら
え
、
多
く
のの

反
核
平
和
を
願
う
人
々
と
と
も
に

反
核
平
和
を
願
う
人
々
と
と
も
に
協協

力
し
、
核
兵
器
の
な
い
平
和
で
公

力
し
、
核
兵
器
の
な
い
平
和
で
公
正正

な
世
界
の
実
現
を
め
ざ
し
、
草
の

な
世
界
の
実
現
を
め
ざ
し
、
草
の
根根

運
動
と
と
も
に
前
進
し
て
い
き
た

運
動
と
と
も
に
前
進
し
て
い
き
た
いい

と
思
い
ま
す

と
思
い
ま
す
。。

核兵器のない平和な世界へ向けて・・核兵器のない平和な世界へ向けて・・・・

原
水
爆
禁
止
２
０
１
０
世
界
大
会
に
参
加
し

原
水
爆
禁
止
２
０
１
０
世
界
大
会
に
参
加
し
てて宮

森

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮　

森　
　

豊豊

大会会場にて富良野から同行した
坂井司さんとともに。原水爆禁止
富良野実行委員会では、報告集会
などを予定しています。
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「市税等収納対策プロジェクト」
からのお知らせ

「市税等収納対策プロジェクト」とは、平成18
年度に市役所内に設置された組織で、未収金対
策を行っています。副市長を本部長とし、税務
課、都市建設課、上下水道課、保健医療課、こ
ども未来課などの職員で構成されています。

ププププププププ
国
民
健
康
保
険
税
滞
納

と
保
険
証
の
更
新

　

平
成　

年
度
の
国
民
健
康
保
険

２１

税
の
収
納
率
は
約　

％
。
加
入
者

９３

の
約
１
割
の
方
が
年
度
内
に
税
金

を
納
め
ら
れ
な
い
ま
ま
と
な
っ
て

お
り
、
次
の
よ
う
な
事
例
が
あ
り

ま
す
。

虚
や
む
に
や
ま
れ
な
い
事
情
に
よ

り
納
税
相
談
の
う
え
分
割
納
付
を

し
て
い
て
、
年
度
内
に
完
納
で
き

な
い
方
。

許
納
税
相
談
の
う
え
分
割
納
付
の

誓
約
を
し
た
が
、
誓
約
不
履
行
と

な
っ
て
い
る
方
。

距
文
書
・
訪
問
な
ど
、
再
三
の
催

告
な
ど
に
も
関
わ
ら
ず
納
付
も
連

絡
も
な
く
放
置
し
て
い
る
方
。

　

国
民
健
康
保
険
は
、
病
気
や
ケ

ガ
を
し
た
と
き
に
、
安
心
し
て
お

医
者
さ
ん
に
か
か
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
、
日
ご
ろ
か
ら
お
金
を

出
し
合
い
、
み
ん
な
で
助
け
合
う

制
度
で
す
。

　

特
別
な
理
由
も
な
く
、
国
民
健

康
保
険
税
を
滞
納
し
て
い
る
被
保

険
者
が
医
療
の
給
付
を
受
け
る
と

い
う
こ
と
は
、
き
ち
ん
と
納
め
て

い
る
方
の
国
民
健
康
保
険
税
で
賄

わ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
不
公
平

が
生
じ
ま
す
。

　

税
の
基
本
は
公
平
・
公
正
で
す
。

　

国
民
健
康
保
険
税
を
滞
納
し
て

い
る
方
に
つ
い
て
は
、
前
記
虚
の

場
合
を
除
い
て
、
通
常
よ
り
も
有

効
期
限
の
短
い
「
短
期
被
保
険
者

証
」
の
交
付
、
前
記
許
及
び
距
の

な
か
で
も
大
口
滞
納
や
悪
質
で
あ

る
場
合
は
、
い
っ
た
ん
医
療
費
を

全
額
自
己
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
「
資
格
証
明
書
」
を
交
付
し

て
厳
し
く
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
交
付
状
況

２１

　
　

短
期
被
保
険
者
証
２
０
６
件

　
　

資
格
証
明
書　
　
　

２
５
件

今
年
度
の
差
押
の
状
況

　

平
成　

年
度
、
市
税
な
ど
の
滞

２２

納
に
よ
り
差
押
処
分
を
執
行
し
た

件
数
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
平
成

住宅改修に対する固定資産税減額
　既存住宅で、一定の改修工事を行った場合、その住宅にかかる固定
資産税が減額される制度があります。

■耐震改修（平成２７年１２月３１日まで）
一定の耐震改修工事を施し、その事実が建築士等により証明された住
宅については、最大３年度分の固定資産税の税額の２分の１程度に相
当する額が減額されます。

■バリアフリー改修（平成２５年３月３１日まで）
人の居住の用に供する部分において、一定のバリアフリー改修工事が
行われ、そこに高齢者等が居住しているものについては、翌年度分の
固定資産税額の３分の１程度に相当する額が減額されます。

■省エネ改修（平成２５年３月３１日まで）
特定居住用部分において、新たに現行の省エネ基準に適合するような
一定の省エネ改修工事が行われ、建築士等により証明された住宅につ
いては、翌年度分の固定資産税額の３分の１程度に相当する額が減額
されます。

　いずれも、原則として「工事完了後３カ月以内に申告」が必要です。
　なお、改修内容や費用などの要件・添付書類などがありますので、
申請前に税務課資産税係（拶３９‐２３０２）に問い合わせください。

納
期
内
に
納
付
が
困
難
な
場
合
に
は
、
お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

年
７
月
末
現
在
）

２２
　
　

国
税
還
付
金
差
押　

３
件

　
　

預
貯
金
差
押　
　
　

３
件

　
　

動
産
差
押　
　
　
　

３
件

　
　

そ
の
他
差
押　
　
　

１
件

軽
自
動
車
税
の
未
納

　

軽
自
動
車
税
の
課
税
基
準
日
は

毎
年
４
月
１
日
で
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
基
準
日
以
降
に

売
却
、
廃
車
手
続
き
を
行
っ
て
も

課
税
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
督

促
及
び
催
告
状
が
届
い
て
い
る
場

合
、
自
己
判
断
で
放
置
す
る
こ
と

な
く
、
納
付
ま
た
は
税
務
課
ま
で

ご
確
認
願
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

参
加
申
込
受
付
中

　

市
で
は
、
差
押
財
産
と
し
て
、

債
権
や
不
動
産
の
ほ
か
に
動
産
の

差
押
を
執
行
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
行
わ
れ
る
公
売
に
出
品
し

て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
第
５
回
公
売
の
参

２２

加
申
込
み
が
、
９
月
９
日
〜　

日
２２

の
期
間
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

今
回
の
出
品
物
に
つ
い
て
は
期

間
内
に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ご

覧
に
な
れ
ま
す
。　

今
月
の
納
税

【
各
種
問
い
合
わ
せ
先
】

税
金
・
保
険
料
（
税
務
課
／
市
税
等

収
納
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
局
）

拶
３
９
‐
２
３
０
２

公
営
住
宅
使
用
料（
都
市
建
築
課
）

拶
３
９
‐
２
３
１
６

上
下
水
道
料
金
（
上
下
水
道
課
）

拶
３
９
‐
２
３
１
７

保
育
料
（
こ
ど
も
未
来
課
）

拶
３
９
‐
２
２
２
３

納
付
期
限　

９
月　

日
鰹木
 
３０

（
口
座
振
替
日
も
同
日
で
す
）

毅
固
定
資
産
税
第
２
期

毅
国
民
健
康
保
険
税
第
３
期

毅
介
護
保
険
料
第
３
期

毅
後
期
高
齢
者
保
険
料
第
３
期
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今
年
の
調
査
項
目

　

調
査
票
は
、
両
面
印
刷
の

用
紙
１
枚
で
す
。
調
査
項
目

は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
世
帯
員
に
関
す
る
事
項
】

鰹イ
 

氏
名

鰹ロ
 

男
女
の
別

鰹ハ
 

出
生
の
年
月

鰹ニ
 

世
帯
主
と
の
続
柄

鰹ホ
 

配
偶
の
関
係

鰹ヘ
 

国
籍

鰹ト
 

現
在
の
住
居
に
お
け
る
居

住
期
間

鰹チ
 

五
年
前
の
住
居
の
所
在
地

鰹リ
 

在
学
、
卒
業
な
ど
教
育
の

状
況

鰹ヌ
 

就
業
状
態

鰹ル
 

所
属
の
事
業
所
の
名
称
及

び
事
業
の
種
類

鰹ヲ
 

仕
事
の
種
類

鰹ワ
 

従
業
上
の
地
位

鰹カ
 

従
業
地
ま
た
は
通
学
地

鰹ヨ
 

従
業
地
ま
た
は
通
学
地
ま

で
の
利
用
交
通
手
段

【
世
帯
に
関
す
る
事
項
】

鰹イ
 

世
帯
の
種
類

鰹ロ
 

世
帯
員
の
数

鰹ハ
 

住
居
の
種
類

鰹ニ
 

住
宅
の
床
面
積

鰹ホ
 

住
宅
の
建
て
方

日
本
に
住
ん
で
い
る

日
本
に
住
ん
で
い
る
人人

全
員
が
対
象
で
す

全
員
が
対
象
で
す
！！

　

国
勢
調
査
は
、
日
本
に
住
ん
で

い
る
す
べ
て
の
人
（
外
国
人
を
含

む
）・
世
帯
を
対
象
と
す
る
国
の
最

も
重
要
な
統
計
調
査
で
す
。

　

大
正
９
年
（
１
９
２
０
年
）
の

第
１
回
調
査
か
ら
、
５
年
に
一
度
、

西
暦
の
末
尾
が
「
０
」
と
「
５
」

の
年
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

現
状
を
そ
の
ま
ま
記

現
状
を
そ
の
ま
ま
記
入入

し
て
く
だ
さ
い

し
て
く
だ
さ
い
！！

　

国
勢
調
査
は
、
現
状
の
実
態
を

調
査
す
る
も
の
で
す
。
平
成　

年
２２

　

月
１
日
現
在
の
状
況
を
正
し
く

１０記
入
し
て
く
だ
さ
い
。（
住
民
票
の

所
在
な
ど
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
）

何
の
た
め
に
国
勢
調

何
の
た
め
に
国
勢
調
査査

は
行
わ
れ
る
の

は
行
わ
れ
る
の
？？

　

国
勢
調
査
は
、
国
内
の
人
口
や

世
帯
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
た

国
勢
調
査
に
ご
協
力

国
勢
調
査
に
ご
協
力
をを

問
合
せ
／
総
務
課
（
統
計
担
当
）
拶
３
９
‐
２
３
０
７

め
に
実
施
し
ま
す
。

　

調
査
か
ら
得
た
統
計
デ
ー
タ
は
、

国
・
都
道
府
県
・
市
町
村
の
社
会

福
祉
・
雇
用
政
策
・
防
災
対
策
な

ど
の
行
政
資
料
と
し
て
、
ま
た
選

挙
区
の
区
割
り
、
地
方
交
付
税
算

定
の
基
準
、
そ
の
他
さ
ま
ざ
ま
な

政
策
の
基
礎
資
料
と
し
て
利
用
さ

れ
ま
す
。

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護護

に
つ
い

に
つ
い
てて

　

今
回
の
国
勢
調
査
で
は
、
す
べ

て
の
世
帯
が
調
査
票
を
封
筒
に
入

れ
て
提
出
す
る
方
式
と
し
て
い
ま

す
。
記
入
済
み
の
調
査
票
は
、
封

筒
に
封
を
し
て
調
査
員
に
渡
し
て

く
だ
さ
い
。
調
査
員
が
ま
と
め
て

市
役
所
に
届
け
ま
す
。
調
査
員
が

封
筒
を
開
け
る
こ
と
は
な
く
、
個

人
情
報
が
漏
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
市
役
所
行
き
の
郵
送
提

出
用
封
筒
（
料
金
市
役
所
払
い
）

で
郵
送
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
票
は
外
部
に
漏
れ

な
い
よ
う
に
厳
重
に
管
理
し
ま
す
。

集
計
が
完
了
し
た
あ
と
は
、
溶
か

し
て
再
生
紙
に
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ

ま
す
。

国
民
が
結
果
を
見
る

国
民
が
結
果
を
見
る
ここ

と
は
で
き
る
の

と
は
で
き
る
の
？？

　

人
口
・
世
帯
数
の
速
報
結
果
は

平
成　

年
２
月
に
公
表
し
ま
す
。

23

　

調
査
結
果
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
、
報
告
書
は
全
国
各
地
の
主

要
な
図
書
館
に
送
付
さ
れ
、
ど
な

た
で
も
結
果
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

な
り
す
ま
し
調
査
員

な
り
す
ま
し
調
査
員
にに

ご
注
意
く
だ
さ
い

ご
注
意
く
だ
さ
い
！！

　

国
勢
調
査
を
か
た
り
、
個
人
情

報
を
聞
き
出
そ
う
と
す
る
者
が
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
国
勢
調
査

を
装
っ
た
電
話
や
電
子
メ
ー
ル
に

も
注
意
が
必
要
で
す
。

　

調
査
員
は
、「
国
勢
調
査
員
証
」

と
「
国
勢
調
査
従
事
者
用
腕
章
」

を
常
に
身
に
着
け
て
お
り
、
側
面

に
「
国
勢
調
査
」
の
文
字
が
印
刷

さ
れ
て
い
る
手
さ
げ
袋
を
持
っ
て

い
ま
す
。
不
審
な
点
が
あ
れ
ば
、

総
務
課
（
統
計
担
当
）
へ
連
絡
を

し
て
く
だ
さ
い
。

わ
か
ら
な
い
こ
と
な

わ
か
ら
な
い
こ
と
な
どど

は
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

は
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
へへ

　

調
査
内
容
・
記
入
方
法
な
ど
で

わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
、
総
務
課

（
統
計
担
当
）、
調
査
員
な
ど
に
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国勢調査コールセンター

◆固定電話・公衆電話からは　０５７０－０１－２０１０
　※ナビダイヤル…固定電話の場合、全国一律に市内
　　通話料金でご利用いただけます。　

◆ＩＰ電話・ＰＨＳの場合は　０３－６７３８－６６７７
　※通話料金は、それぞれ所定の通話料金となります。

◆利用時間は　午前８時～午後９時
　※１０月３１日までの毎日利用可能。
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国勢調査Ｑ＆国勢調査Ｑ＆ＡＡ

鰹Ｑ 鉛筆もシャープペ
ンシルもない場合は
どうするの？
鰹Ａ 調査員がお貸しし
ます。

鰹Ｑ どうしても答えなければ
ならないの？
鰹Ａ 統計法では、正確な統計
を作成するために、調査票
のすべての項目を記入して
提出する義務が定められて
います。国勢調査はきわめ
て重要な調査であり、調査
結果は行政を通じて私たち
の生活に還元されますので、
ぜひ提出へのご理解とご協
力をお願いします。

鰹Ｑ 鉛筆で書かないと
何か問題でもあるん
ですか？
鰹Ａ 機械で読み取ると
きに、鉛筆（または
シャープペンシル）
で記入していないと
うまく読み取ること
ができないからです。

鰹Ｑ 忙しくて書く暇が
ない場合は？
鰹Ａ 調査票の記入は見
かけより簡単で、時
間もそれほどかかり
ませんので、ご協力
をお願いします。ま
た、わかりづらい点
があれば、コールセ
ンターなどへ遠慮な
くお尋ねください。

109876543210/1302928272625242322219/20

香 溝高高高高高高高高高高高高高高

国勢調査のスケジュール

調査票などの配布
香 溝高高高高高高高高高高高高

調査票の回収

国勢調査基準日は１０月１日（金）で
す。午前０時現在の状況を調査票に
回答してください。

提出が遅れた世帯に対しては、１０月
８日（金）以降、確認状を配布し、
提出をお願いすることになります。

そ
の
他
注
意
事
項

　

国
勢
調
査
員
が
配
布
す
る

封
筒
に
は
、

虚
調
査
票（
両
面
印
刷
１
枚
）

許
調
査
票
の
記
入
の
し
か
た

（
冊
子
型
の
書
類
）

距
郵
送
提
出
用
封
筒
（
細
長

い
封
筒
）

が
入
っ
て
い
ま
す
。
調
査
票

に
記
入
を
す
る
と
き
は
、
お

手
数
で
も
「
許
調
査
票
の
記

入
の
し
か
た
」
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　

特
に
調
査
項
目
で
「
鰹ヲ
 

仕

事
の
種
類
、
鰹ワ

 

従
業
上
の
地

位
」
で
は
、「
産
業
分
類
」
と

「
職
業
分
類
」の
統
計
を
出
す

た
め
、
く
わ
し
く
書
い
て
い

た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

記
載
方
法
が
「
許
調
査
票
の

記
入
の
仕
方
」
に
載
っ
て
い

ま
す
の
で
、
お
手
数
で
も
冊

子
を
ご
覧
に
な
っ
て
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。

鉛筆かシャープ
ペンシルを使っ
て書いてね！

調査のお知
らせの配布

香 溝高高高

国勢調査
基準日

鰹Ｑ 大学生の子どもが札幌に
いる。住民票は富良野に置
いたままなのでこちらで書
いてもいい？
鰹Ａ １０月１日に実際に住んで
いる地区が調査地区です。
１０月１日現在、札幌のア
パート、下宿、寮、親戚の
家などに住んでおり、富良
野にいないのであれば、富
良野の調査票には記入しな
いでください。

鰹Ｑ 書ける範囲で書けばいい
んでしょ？
鰹Ａ 調査は５年に１度行われ
るもので、貴重な資料とし
て活用されるものです。公
正で効率的な行政を行うた
めには、漏れのない正確な
回答が必要です。

鰹Ｑ 調査票が税金の資料に使
われるのでは？
鰹Ａ そういうことは絶対にあ
りません。国勢調査は、国
民のみなさんとの信頼関係
の上に成り立っています。
もしみなさんとの約束を守
らなければ、調査へのご理
解がいただけなくなり、正
確な統計を作ることができ
なくなってしまいます。

鰹Ｑ 家族が多くて１枚で書き
きれないときはどうする
の？
鰹Ａ 調査員が必要枚数を配布
します。（１枚で４人まで書
けます）



16こうほう 2010.9

部で８月１日、地元の美味しい食
材を食べ歩く『ふらのを歩こう』

が開催され、市内外から３２人が参加しま
した。小雨と強風が吹く悪天候にも関わ
らず、１２ｋｍのコース中に設けられた給
食ポイントでメロンやスイカなどに舌
鼓を打ちました。大阪府 河内長野 市から

かわちながの

おばあちゃんと参加した浦七輝さん（１１
歳）は「涼しくて気持ちがいい」と体いっ
ぱいに富良野の夏を感じたようです。

雨降りでも元気良く！地元食材を食べ歩き

山

迅速な処置で、命救った。フラノ･マルシェ表彰

ラノ･マルシェに勤務する職員が
運転中に心筋梗塞で心停止した

７９歳男性に救命活動を行ったとして、富
良野広域連合消防本部から表彰されま
した。事故に気付き、同僚と一緒に救命
活動を行った木下力さん（３８歳）は、水
泳のインストラクターの資格を持って
おり、講習で受けた蘇生法の経験が生き
ました。富良野消防署でも救命講習を
行っていますので、ぜひ受講ください。

フ

　

堀
先
生
は
、
札
幌
市
内
の
民

間
病
院
で　

年
間
勤
務
し
、
副

２３

院
長
を
担
わ
れ
て
い
ま
し
た
が

「
地
域
医
療
に
人
肌
脱
ぎ
た
い
」

と
い
う
思
い
か
ら
、
こ
れ
ま
で

勤
務
さ
れ
た
病
院
を
辞
め
、
富

良
野
協
会
病
院
へ
着
任
さ
れ
ま

し
た
。

　

就
任
に
あ
た
っ
て
「
専
門
医

で
す
か
ら
、
で
き
る
限
り
幅
広

く
産
婦
人
科
の
診
療
を
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
力
強
く

答
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

趣
味
は
写
真
撮
影
と
い
う
堀

先
生
。「
時
間
が
で
き
れ
ば
、
富

良
野
の
風
景
を
撮
り
た
い
で
す

ね
」
と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。

協
会
病
院
か
ら
お
知
ら
せ
　

　

堀
先
生
の
就
任
に
伴
い
、
協
会

病
院
で
の
お
産
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
な
お
、
糖
尿
病
や

心
臓
疾
患
・
２
回
以
上
の
帝
王
切

開
の
既
往
が
あ
る
方
な
ど
、
ハ
イ

リ
ス
ク
妊
婦
さ
ん
に
つ
い
て
は
、

原
則
こ
れ
ま
で
同
様
、
第
３
次
医

療
機
関
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
了
承
く

だ
さ
い
。

　
　

富
良
野
協
会
病
院

志
２
３
‐
２
１
８
１

待
望
の
産
婦
人
科
医
が
富
良
野

待
望
の
産
婦
人
科
医
が
富
良
野
にに

　

８
月　

日
、
富
良
野
協
会
病
院
に
産
婦
人
科
の
常
勤
医
師
が
就
任

２３

し
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

産婦人科

堀 保彦 さん
出身地　　愛別町

出身大学　帝京大学

趣味　　　写真撮影
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まちのできごと
ZOOMUP
FURANO

回目を迎えた『まちなか盆踊り』
は１４日、１５日の２日間、本通りで

開催され、子ども盆踊りと仮装盆踊りが
行われました。飲食などの出店のほか、
和太鼓体験コーナーや、アナウンスブー
スが設けられ、会場を盛り上げました。
参加した谷口紫野さん（４歳）は「目が
回った」と一生懸命に踊った様子。終了
時には、花火があがり、夏の夜の本通り
に来場者の歓声が響き渡りました。

第３０回まちなか盆踊り盛大に開催

３０

少年の主張上川大会で最優秀賞。全道大会へ

年の主張富良野大会で最優秀賞に
選ばれ、富良野市代表として7月16

日の上川総合振興局大会に出場した富
良野西中学校２年の早田優花さんが、こ
の大会においても見事最優秀賞に輝き、
9月10日の全道大会に出場することが決
まりました。審査委員長からは、早田さ
んの発表は特に表現力が素晴らしかっ
たと講評がありました。全道大会におい
ても堂々とした発表を期待します。

少

占冠村

しむかっぷ村　秋の収穫祭

　とれたての農産物を味わい、楽
しい時間を過ごしませんか？また、
出店で販売もしております。占冠
村の自然と秋の味覚をぜひ満喫し
てください。

と　き　９月５日（日）午前１０時

ところ　占冠村農村公園
（道の駅「自然体感占冠」隣り）

鰹問 産業建設課 　　　　拶５６‐２１７４

南富良野町

南富良野特産くまささ茶

　ふらの山麓に育まれた熊笹から
エキスを抽出した緑の清涼飲料水
「くまささ茶」。現代人に不足がち
な葉緑素や多糖体を多く含み、ス
ポーツやレジャーのお供に、また
カクテルにも最適です。缶入りの
ほか５００mlペットボトルもあり、道
の駅や町内各商店で販売していま
す。ぜひご賞味ください。

鰹問 農産物処理加工センター
 拶５２‐３０１２

上富良野町

十勝岳紅葉温泉キャンペーン

と　き　９月２５日（土）・２６日（日）

ところ　十勝岳温泉郷・フラヌイ
温泉・トーアスホテル

内　容　入浴サービスや秋の味覚
などのプレゼント、スタンプラ
リーが実施されます。十勝岳の露
天風呂につかりながら、紅色や黄
色に深く染まりゆく紅葉をお楽し
みください。

鰹問 かみふらの十勝岳観光協会 
拶４５‐３１５０

中富良野町

花満開！秋の町営ラベンダー園

　まちのシンボル、北星山町営ラ
ベンダー園の花畑には、サルビア
やひまわりなどが競い合って咲き
誇っています。秋の陽を浴びた赤
や黄など色とりどりの花が鮮やか
なコントラストを描く、スケール
の大きな花園へぜひお立ち寄りく
ださい。

鰹問 産業建設課    　　　拶４４－２１２３

お客さまや、お
花とお茶の生徒
さんたちに楽し
んでもらおうと
思い、約２０年前
から作り始めま
した。季節ごと
に飾るお花を入
れ替えて私も楽
しんでいます。

「わたしの美術館」では、みなさんの作品（絵・手芸・工作など）を募集して
います。自薦・他薦は問いませんので、たくさんの応募をお待ちしています。
応募、問い合わせは･･･企画振興課　拶３９‐２３０４

「アレンジメント
フラワー」

藤野敏子さん
（春日町）
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 譲
り
ま
す
 

捌
足
ぶ
み
紡
毛
機
捌
組
ひ
も
丸
台
捌
組
ひ
も

角
台
捌
男
子
学
生
服
（
１
６
０
Ａ
）
捌
緑
峰

高
男
子
制
服
（
１
７
０
Ａ
）
捌
エ
レ
ク
ト
ー

ン
捌
本
棚
捌
電
気
炊
飯
器
捌
ピ
ア
ノ
捌
ビ
デ

オ
デ
ッ
キ
捌
Ｗ
タ
オ
ル
ケ
ッ
ト
捌
ク
ー
ラ
ー

ボ
ッ
ク
ス
捌
ベ
ッ
ド
カ
バ
ー
（
シ
ン
グ
ル
）

 譲
っ
て
く
だ
さ
い
 

捌
Ｆ
Ｆ
式
ス
ト
ー
ブ
捌
車
の
お
も
ち
ゃ
（
ト

ミ
カ
）
捌
お
ま
ま
ご
と
セ
ッ
ト
捌
和
太
鼓
捌

ち
ゃ
ぶ
台
捌
冷
蔵
庫
（
小
）
捌
柔
道
着
（
１

６
０
〜
１
７
０
）
捌
ベ
ビ
ー
用
品
（
男
子
）

捌
掃
除
機

消費者相談 Ｑ＆Ａ

ダ
イ
ヤ
ル
交
換
市

◆
登
録
は
随
時
受
付
け
て
い
ま
す
。

◆
登
録
期
間
は
６
カ
月
で
す
。

消費生活センターと山部支所、東山支所に「衣類回収ボックス」が設置されています。
不要になった衣類（綿５０％以上のもの）の回収にご協力ください。

突然の掲載料金　（７０代 女性）

消費者相談・ダイヤル交換市は
架富良野市消費生活センター
　若松町１７番１号　拶３９‐１１６６
 　月～金  午前１０時～午後４時
※クーリング・オフ葉書は富良野郵便局、
　若葉郵便局、各支所にも置いてあります。

　　　「貴方の俳句を読ませてもらい感激しました」と
　　　電話がきました。「合同作品集に掲載しませんか、
全てこちらで編集などいたしますのでぜひ作品の掲載
にご賛同ください」と勧められどうしようか悩み、そ
の時は返答を濁して電話を切りました。しかし昨日、
すでに印刷に入っているからと印刷見本と振込用紙が
送られてきました。掲載を承諾した覚えはありません。
どうしたら良いでしょうか。

　　　本相談は電話による勧誘ですので契約書面を取
　　　り交わす必要があります。業者に対して、すで
に契約済みなら書面の写しを送るようセンターから連
絡をすると、契約の取り消しを伝えてきました。相談
者には念のため、申し込んでいないことを書面で通知
するよう助言しました。今回のような相談事例では金
額が安価なために掲載を承諾してしまう場合が多くあ
ります。しかし一度契約すると次々と新たな契約を強
制され、総額で数百万円の被害に至った事例もありま
す。同じような相談で、「母校への応援メッセージを新
聞に掲載しませんか」・「勲章受章者の暑中見舞い広告
を掲載します」と勧誘されたが、どこの新聞に掲載さ
れたのか確認することも出来ないような切り抜きだけ
が送られてきたりしています。勧誘電話に対してはあ
いまいな返事はせずに、きっぱり断ることが大切です。

Ｑ

A

分別に迷ったら、市民環境課(緯３９‐２３０８)へ

Ａ

分別に迷ったら、市民環境課(拶３９‐２３０８)へ

ごみＱ＆Ａ

Ｑ カーペットを捨てたいのですが、料金はいくらになりますか？

Ａ 未使用のものは固形燃料ごみになります。燃え殻は、無色透明の袋に入れて灰の日に出してくだ
さい。

Ｑ 炭は何ごみになりますか？

ごみの分別で迷ったときは、「ごみの分け方・出し方ガイドブック（ピンク色の本）」に掲載してあるご
み分別辞典が便利です。

カーペットは、大きさにより料金が異なります。４畳半までが420円、５畳以上が840円になります。
切り刻んで固形燃料ごみの袋にきちんと納めて排出すれば、お金をかけずに処分することもできま
す。
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お子さんの写真を募集しています！

応募は、①住所②氏名③電話番号④お子さんの名前（ふりがな）と年齢⑤簡単なコメントを添えて、持参・郵送・
メールのいずれかの方法で「広報ふらの」までお寄せください。（メールアドレス　kikaku-ka@city.furano.hokkaido.jp） 

●糖尿病とHｂA1ｃ （ヘモグロビンエーワンシー）

糖
尿
病
が
誘
発
す
る
様
々
な
病
気

　

糖
尿
病
患
者
は
こ
こ　

年
間
で

５０

　

倍
に
増
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で

２０国
は
「
糖
尿
病
等
有
病
者
・
予
備

軍
の　

％
減
」
を
目
標
に
し
て
い

２５

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
目
標
を
掲
げ

る
背
景
に
は
、
糖
尿
病
に
よ
っ
て

引
き
起
こ
さ
れ
る
悪
影
響
が
あ
り

ま
す
。

　

例
え
ば
糖
尿
病
に
な
る
と
…

煙
白
内
障
→
２
〜
４
倍

煙
失
明
の
後
天
的
原
因
の
第
１
位

煙
下
肢
切
断
者
の　

％
が
糖
尿
病

６０

煙
人
工
透
析
者
の　

％
が
糖
尿
病

４３

煙
心
臓
発
作
→
２
〜
４
倍

煙
脳
卒
中
→
２
〜
４
倍

煙
死
亡
の
危
険
が
３
〜
４
倍

煙
認
知
症
→
２
倍　
　

…
な
ど

　

し
か
し
、
糖
尿
病
は
ほ
と
ん
ど

自
覚
症
状
が
な
い
の
が
特
徴
で
す
。

そ
の
た
め
、
特
定
健
診
や
人
間

ド
ッ
ク
な
ど
の
検
査
を
受
け
な
け

れ
ば
、
自
分
が
糖
尿
病
や
糖
尿
病

予
備
軍
で
あ
る
か
は
判
断
で
き
ま

せ
ん
。

　

一
般
的
に
糖
尿
病
の
検
査
と
い

う
と
、
血
糖
値
や
尿
糖
の
検
査
を

思
い
浮
か
べ
る
と
思
い
ま
す
が
、

そ
れ
以
外
に
も
H
b
A
1
c
（
ヘ

モ
グ
ロ
ビ
ン
エ
ー
ワ
ン
シ
ー
）
と

い
う
検
査
項
目
が
あ
り
ま
す
。
H

b
A
1
c
は
血
液
の
中
の
糖
と
ヘ

モ
グ
ロ
ビ
ン
と
い
う
た
ん
ぱ
く
質

８月１５日で１歳になりました８月１５日で１歳になりました♪♪

田田浦浦　唯衣 唯衣 さんさん　(１歳(１歳））
ゆゆいい

　　　　　　　北斗町北斗町

お元気ですか　保健師　です

あー夏休みあー夏休み！！
大好きな水遊び大好きな水遊び♪♪

藤野 珠優藤野　 珠優 さんさん(１歳）(１歳）
みみゆゆ

　　　　　　　　若葉町若葉町

（
赤
血
球
の
一
部
）が
く
っ
つ
い
て

い
る
も
の
を
さ
し
ま
す
。

　

血
糖
値
（
空
腹
時
の
場
合
）
は

「
前
日
の
夜
食
べ
た
食
事
が
ど
れ

く
ら
い
体
に
取
り
込
ま
れ
、
血
液

中
に
残
っ
て
い
な
い
か
」
を
み
て

い
ま
す
が
、
H
b
A
1
c
は
検
査

を
受
け
る
前
の
約
２
カ
月
間
の
血

糖
値
の
状
況
が
わ
か
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
検
査
の
前
日
だ
け
食
事

を
制
限
し
て
も
、
H
b
A
1
c
の

値
は
ほ
と
ん
ど
下
が
り
ま
せ
ん
。

つ
ま
り
、
検
査
当
日
だ
け
で
は
な

く
、
こ
こ
２
カ
月
間
の
血
糖
値
が

う
ま
く
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
い

る
か
を
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
す
。
ま
た
、
空
腹
時
の
血
糖

値
が
基
準
内
で
も
食
後
高
血
糖
と

い
っ
て
、
食
後
に
血
糖
値
が
高
く

な
り
、
数
時
間
後
に
は
正
常
な
血

糖
値
に
戻
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
状
況
も
、
H

b
A
1
c
で
推
測
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
H
b
A
1
c
は
５．

１

％
以
下
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
、
６．

１
％
以
上
に
な
る
と
糖
尿
病
の
疑

い
が
で
て
き
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の

健
診
の
結
果
を
振
り
返
り
、
血
糖

値
と
合
わ
せ
て
H
b
A
1
c
に
目

を
向
け
、
健
康
管
理
に
役
立
て
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
（
た

だ
し
、
健
診
で
必
ず
検
査
さ
れ
て

い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）。
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く
ら
し

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

市
民
交
通
傷
害
保
険
の
お
知

ら
せ

　

市
で
は
、
万
が
一
の
交
通
事
故

に
備
え
て
次
の
通
り
交
通
傷
害
保

険
を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

対
象
者　

市
内
に
住
ん
で
い
る
方
、

及
び
市
内
へ
通
勤
・
通
学
し
て
い

る
方

保
険
料　

一
口
４
８
０
円
（
１
年

分
）
※
一
人
二
口
ま
で
加
入
で
き

ま
す
。

保
険
期
間　

平
成　

年　

月
１
日

２２

１０

〜
平
成　

年
９
月　

日

２３

３０

受
付
開
始　

９
月　

日
鰹金
 

よ
り

１７

受
付
場
所　

市
民
環
境
課
、
山
部

支
所
、
東
山
支
所

※
現
在
加
入
さ
れ
て
い
る
方
は
９

月　

日
ま
で
に
更
新
の
手
続
き
を

３０
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

鰹問
 

市
民
環
境
課拶

３
９
‐
２
３
０
８

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

心
身
障
が
い
者
の
巡
回
相
談

　

道
立
心
身
障
害
者
総
合
相
談
所

に
よ
る
、
巡
回
相
談
が
開
催
さ
れ

ま
す
。

と　

き　
　

月
４
日
鰹月
 

午
後
１
時

１０

〜　

月
７
日
鰹木
 

正
午

１０
と
こ
ろ　

旭
川
市
障
害
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
「
お
ぴ
っ
た
」（
旭
川
市
宮

前
通
東
４
１
５
５
番
地　

、
拶
０

３０

１
６
６
‐
４
５
‐
０
７
５
０
）

相
談
内
容　

知
的
障
が
い
者
の
方

の
療
育
手
帳
交
付
の
可
否
及
び
、

障
が
い
程
度
の
判
定
。
そ
の
他
専

門
的
相
談
な
ど
。

※
相
談
は
予
約
制
で
す
。
希
望
さ

れ
る
方
は
９
月　

日
鰹月
 

ま
で
に
福

１３

祉
課
福
祉
総
務
係
へ
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。
今
後
も
不
定
期
な
日
程

で
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

随
時
、
広
報
な
ど
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

鰹問
 

福
祉
課　

拶
３
９
‐
２
２
１
１

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

９
月　

日
は
『
下
水
道
の
日
』

１０

下
水
道　

水
か
ら
聞
こ
え
る　

「
あ
り
が
と
う
」

　
『
下
水
道
の
日
』
は
、
下
水
道
の

全
国
的
な
普
及
促
進
を
図
る
た
め

昭
和　

年
に
「
全
国
下
水
道
促
進

３６

デ
ー
」
と
し
て
始
り
ま
し
た
。
河

川
の
水
質
保
全
な
ど
、
地
球
に
や

さ
し
い
下
水
道
事
業
に
協
力
く
だ

　神社仏閣に囲まれた
鎌倉を舞台に、全国各地
のお寺と神社で使える
オモシロがり方のヒン
ト＆知識を紹介。楽しみ
方の具体例や、鎌倉７カ
所「おすすめルート＆ガ
イド」も収録。

鰹問 図書館　拶２２‐３００５

毎週月曜日・２１日鰹火 ・２３日鰹木 ９月の休館日

２階展示ホール　

　パステル弥生会作品展　　９月７日鰹火 ～１７日鰹金 

２階多目的ホール　

　おはなし会　　　　　９月１１日鰹土  午前１０時３０分

　英語のおはなし会　　９月１８日鰹土  午前１０時３０分

１階おはなしコーナー　

　どんぐりおはなし会　　　　  　毎週水曜日午後３時

開館時間　火～金曜日　午前１０時～午後６時
　　　　　土・日曜日　午前９時～午後５時

●児童書（新着）
長井　るり子小さなりゅう空をとぶ

角野　栄子おばけのアッチとドララちゃん

高橋　和の助こども武士道

●一般書（新着）
筒井　康隆現代語裏辞典

京極　夏彦西巷説百物語

さ
い
。

【
上
下
水
道
課
か
ら
の
お
願
い
】

噛
水
洗
化
促
進
に
協
力
を
！

　

下
水
道
が
整
備
さ
れ
た
区
域
は
、

汲
み
取
り
便
所
や
台
所
・
風
呂
な

ど
の
生
活
排
水
を
下
水
道
に
接
続

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
水
洗

化
に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

噛
悪
水
の
除
外
設
備
は
定
期
的
な

清
掃
を
！

　

飲
食
店
な
ど
の
排
水
は
多
く
の

油
脂
類
を
含
ん
で
い
る
た
め
、
そ

の
ま
ま
下
水
道
に
流
す
と
本
管
の

つ
ま
り
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
そ

の
た
め
こ
の
よ
う
な
排
水
は
除
外

設
備
（
油
分
離
槽
な
ど
）
を
通
し

て
下
水
道
に
流
す
こ
と
か
ら
、
除

外
設
備
の
清
掃
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
除
外
設
備
を
設
置
さ
れ
て
い

る
方
は
、
定
期
的
な
清
掃
（
月
に

図書館だより図書館だより

神社とお寺は楽しい
中尾　京子

今月の注目の今月の注目の本本

広告①
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許
経
済
的
虐
待
（
金
銭
の
無
断
使

用
な
ど
）

距
い
じ
め
、
い
や
が
ら
せ

鋸
介
護
・
監
護
・
世
話
の
放
棄
・

放
任

な
ど
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
を
め

ぐ
る
様
々
な
人
権
問
題

相
談
員　

人
権
擁
護
委
員
及
び
法

務
局
職
員

そ
の
他　

相
談
は
無
料
。
予
約
不

要
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

鰹問
 

旭
川
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

拶
０
１
６
６
‐
３
８
‐
１
１
１
４

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

石
綿
に
よ
る
疾
病
の
補
償
・

救
済
つ
い
て

　

石
綿
に
よ
る
疾
病
と
認
め
ら
れ

た
場
合
、
労
災
保
険
給
付
ま
た
は

特
別
遺
族
給
付
金
を
受
け
ら
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

特
別
遺
族
給
付
金
や
労
災
保
険

制
度
に
つ
い
て
は
、
最
寄
り
の
労

働
局
ま
た
は
労
働
基
準
監
督
署
へ
、

ま
た
、
仕
事
が
原
因
で
は
な
い
方

へ
の
救
済
給
付
に
つ
い
て
は
、
独

立
行
政
法
人
環
境
再
生
保
全
機
構

ま
で
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

石
綿
に
関
す
る
こ
と
は
、
厚
生
労

働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
石
綿

情
報
」
を
参
照
く
だ
さ
い
。

請
求
期
限　

平
成　

年
３
月　

日

２４

２７

鰹問
 

北
海
道
労
働
局
労
働
基
準
部
労

災
補
償
課
労
災
年
金
監
察
官

拶
０
１
１
‐
７
０
９
‐
２
３
１
１

鰹問
 

環
境
再
生
保
全
機
構

拶
０
１
２
０
‐
３
８
９
‐
９
３
１

広告②広告③

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

知
っ
て
い
ま
す
か
？　
　

　
　
　
「
建
退
共
制
度
」

　

建
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業
退

職
金
共
済
法
に
も
と
づ
き
建
設
現

場
労
働
者
の
福
祉
の
増
進
と
、
建

設
業
を
営
む
中
小
企
業
の
振
興
を

目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
退
職
金

制
度
で
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
事
業
主
の
方
々

が
、
労
働
者
の
働
い
た
日
数
に
応

じ
て
掛
金
と
な
る
共
済
証
紙
を
共

済
手
帳
に
貼
り
、
そ
の
労
働
者
が

建
設
業
界
で
働
く
こ
と
を
や
め
た

と
き
に
建
退
共
か
ら
退
職
金
を
支

払
う
と
い
う
、
い
わ
ば
業
界
全
体

で
の
退
職
金
制
度
で
す
。

加
入
で
き
る
事
業
主

　

建
設
業
を
営
む
方

対
象
と
な
る
労
働
者

　

建
設
業
の
現
場
で
働
く
人

掛　

金　

日
額
３
１
０
円

特　

長

虚
国
の
制
度
な
の
で
安
全
、
確
実
、

申
し
込
み
手
続
き
は
簡
単
で
す
。

許
経
営
事
項
審
査
で
加
点
評
価
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

距
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま

す
。

鋸
掛
金
は
事
業
主
負
担
と
な
り
ま

す
が
、
法
人
は
損
金
、
個
人
で
は

必
要
経
費
と
し
て
扱
わ
れ
、
税
法

上
全
額
非
課
税
と
な
り
ま
す
。

漁
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
、
退
職

金
は
企
業
間
を
通
算
し
て
計
算
さ

れ
ま
す
。

２
・
３
回
程
度
）
を
お
願
い
し
ま

す
。

鰹問
 

上
下
水
道
課

　
　
　
　
　

拶
３
９
‐
２
３
１
７

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

災
害
に
備
え
て
安
心
。我
が
家

の
防
災

　

災
害
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
ど
の

よ
う
に
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

突
然
や
っ
て
く
る
災
害
か
ら
身
を

守
る
た
め
に
は
、
普
段
か
ら
災
害

に
対
す
る
備
え
を
し
っ
か
り
持
つ

こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
の
た
め
…

●
家
族
が
離
れ
ば
な
れ
に
な
っ
た

と
き
の
集
ま
る
場
所
や
連
絡
方
法

●
市
町
村
が
指
定
し
て
い
る
避
難

場
所

●
災
害
時
に
持
ち
出
す
家
族
の
大

切
な
も
の

な
ど
を
、
家
族
全
員
で
確
認
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
災
害
が

発
生
し
、
避
難
の
指
示
な
ど
が

あ
っ
た
場
合
は
、
ま
ず
落
ち
着
い

て
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

鰹問
 

富
良
野
警
察
署　

拶
２
２
‐
０
１
１
０

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

警
察
相
談
窓
口
の
ご
案
内

悩
む
よ
り　

　
　

か
け
て
安
心　

＃
９
１
１
０

　

警
察
で
は
、
身
の
回
り
の
事
件

や
事
故
、
不
安
な
出
来
事
な
ど
生

活
の
安
全
に
関
す
る
幅
広
い
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
警
察

業
務
に
つ
い
て
の
要
望
・
意
見
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
北
海
道
警

察
本
部
と
各
方
面
本
部
の
相
談
セ

ン
タ
ー
に
、
警
察
相
談
専
用
電
話

『
＃
９
１
１
０
』を
設
置
し
て
い
ま

す
の
で
、
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

※
ダ
イ
ヤ
ル
回
線
電
話
、
I
P
電

話
な
ど
『
＃
９
１
１
０
』
で
つ
な

が
ら
な
い
場
合
は
、
次
の
番
号
に

お
か
け
く
だ
さ
い
。

【
北
海
道
警
察
本
部
】　

拶
０
１
１
‐
２
４
１
‐
９
１
１
０

【
旭
川
方
面
本
部
】　

拶
０
１
６
６
‐
３
４
‐
９
１
１
０

鰹問
 

富
良
野
警
察
署

拶
２
２
‐
０
１
１
０

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

『
高
齢
者
・
障
が
い
者
の
人
権

あ
ん
し
ん
相
談
』
強
化
週
間

　

高
齢
者
や
障
が
い
者
に
対
す
る

虐
待
な
ど
の
人
権
侵
犯
事
件
が
依

然
と
し
て
数
多
く
発
生
し
て
い
る

こ
と
を
踏
ま
え
、
こ
れ
ら
の
人
権

問
題
の
解
決
を
図
る
た
め
の
取
り

組
み
を
強
化
す
る
た
め
、
次
の
通

り
、
全
国
一
斉
『
高
齢
者
障
が
い

者
の
人
権
あ
ん
し
ん
相
談
』
強
化

週
間
を
実
施
し
ま
す
。

と　

き　

９
月
６
日
鰹月
 

〜　

日
鰹日
 
１２

【
平
日
】午
前
８
時　

分
〜
午
後
７
時

３０

【
土
日
】午
前　

時
〜
午
後
５
時　
　

１０

相
談
先　

０
５
７
０
‐
０
０
３
‐
１
１
０

相
談
内
容　

虚
心
理
的
・
身
体
的
虐
待
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申
込
み　

こ
ど
も
未
来
課
に
あ
る
登

録
申
込
書
に
よ
り
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

応
募
締
切　
　

月　

日
鰹金
 

１０

２９

鰹問
 

こ
ど
も
未
来
課拶

３
９
‐
２
２
２
３

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

道
立
旭
川
高
等
技
術
専
門
学

院 
平
成　

年
度 
学
生
募
集

２３

募
集
科
目　

シ
ス
テ
ム
制
御
技
術

科
・
自
動
車
整
備
科
・
印
刷
デ
ザ
イ

建
退
共
か
ら
事
業
主
の
み
な
さ
ま
へ

の
お
願
い

虚
共
済
証
紙
は
、
労
働
者
の
就
労
日

数
に
応
じ
て
適
正
に
貼
付
し
て
く
だ

さ
い
。

許
「
建
設
業
退
職
金
共
済
手
帳
」
を

所
持
し
て
い
る
労
働
者
が
、
建
設
業

界
を
引
退
す
る
と
き
は
、
忘
れ
ず
に

退
職
金
を
請
求
す
る
よ
う
指
導
し
て

く
だ
さ
い
。

※
詳
し
い
情
報
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。「
建
退
共
」

で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

鰹問
 

建
退
共
北
海
道
支
部

拶
０
１
１
‐
２
６
１
‐
６
１
８
６

催

し

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

山
部
神
社
祭
典
奉
納　
　
　

　
　
「
山
部
歌
謡
祭
り
」

と　

き　

９
月
９
日
鰹木
 

　
　
　
　

午
後
６
時
開
場

　
　
　
　

午
後
６
時　

分
開
演

３０

と
こ
ろ　

山
部
福
祉
セ
ン
タ
ー

内　

容　

【
一
般
出
演
】

・
子
ど
も
の
部

・
大
人
の
部

【
特
別
ゲ
ス
ト
】

・
小
松
和
子
さ
ん
（
山
部
出
身
の
歌

手
、
昨
年
８
月
に
ス
ス
キ
ノ
応
援
歌

『
ス
ス
キ
ノ
で
会
い
た
い
』で
C
D
デ

ビ
ュ
ー
）

入
場
料　

無
料

※
出
演
者
の
発
表
後
、
お
楽
し
み
抽

選
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

鰹問
 

実
行
委
員
会
事
務
局
（
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
）

拶
４
２
‐
２
４
０
７

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

生
き
た
化
石
エ
ゾ
ナ
キ
ウ
サ

ギ
と
十
勝
岳
の
地
質

　

氷
河
期
の
遺
存
種
エ
ゾ
ナ
キ
ウ
サ

ギ
の
生
息
地
を
訪
れ
、
そ
の
生
態
を

観
察
し
、
十
勝
岳
連
峰
の
成
り
立
ち

を
学
習
し
ま
す
。

と　

き　

９
月　

日
鰹日
 
２６

　
　
　
　

午
前
８
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

十
勝
岳
望
岳
台

集　

合　

文
化
会
館

講　

師　

富
良
野
の
自
然
に
親
し
む
会

参
加
料　

無
料

定　

員　

先
着　

人　
２０

服　

装　

山
岳
地
帯

で
す
の
で
、
防
寒
着

や
雨
合
羽
の
用
意
を
。

ま
た
、
岩
場
を
歩
き
ま
す
の
で
、
足

元
の
し
っ
か
り
し
た
靴
で
（
長
靴
、

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
シ
ュ
ー
ズ
な
ど
）。

持
ち
物　

飲
み
物
・
飴
玉
な
ど
。
双

眼
鏡
を
お
持
ち
の
方
は
持
参
く
だ
さ

い
。

申
込
み　

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
※
雨
天
中
止

鰹問
 

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

拶
４
２
‐
２
４
０
７

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

『
障
が
い
者
雇
用
促
進
フ
ェ
ア
』の

開
催
に
つ
い
て

　

障
が
い
者
の
雇
用
機
会
を
確
保
す

る
た
め
、
障
が
い
者
の
方
々
と
企
業

の
方
々
に
参
加
い
た
だ
き
、
情
報
交

換
と
面
接
の
場
と
し
て
い
た
だ
く

『
障
が
い
者
雇
用
促
進
フ
ェ
ア
２
０

１
０
』
を
次
の
通
り
開
催
し
ま
す
。

と　

き　

９
月　

日
鰹水
 
　

２９

　
　

午
後
１
時　

分
〜
午
後
４
時

３０

と
こ
ろ　

ロ
ワ
ジ
ー
ル
ホ
テ
ル
旭
川

３
階
ボ
ー
ル
ル
ー
ム
１
（
旭
川
市
７

条
６
丁
目
）

申
込
み　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
旭
川
④
番

窓
口
専
門
援
助
部
門

鰹問
 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
旭
川

拶
０
１
６
６
‐
５
１
‐
０
１
７
６

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

第　

回
森
づ
く
り
の
つ
ど
い

２１

　

富
良
野
自
然
塾
で
は
、
閉
鎖
さ
れ

た
ゴ
ル
フ
場
を
森
に
か
え
す
た
め
に
、

芝
を
は
が
し
植
樹
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
富
良
野
の
森
づ
く
り
の
取
り
組

み
に
、市
民
の
参
加
を
い
た
だ
く「
森

づ
く
り
の
集
い
」
を
開
催
し
ま
す
。

と　

き　

９
月　

日
鰹日
 

午
前　

時

１９

１０

と
こ
ろ　

富
良
野
自
然
塾
フ
ィ
ー
ル

ド
内

集　

合　

午
前
９
時　

分　

富
良
野

５０

プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
（
本
館
）
玄
関
前

参
加
料　

無
料

持
ち
物　

軍
手
・
飲
料
水
な
ど

服　

装　

作
業
の
で
き
る
服
装

※
小
雨
決
行
で
す
。
苗
木
の
準
備
が

あ
り
ま
す
の
で
、
前
日
ま
で
に
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

鰹問
 

Ｃ
・
Ｃ
・
Ｃ
富
良
野
自
然
塾

拶
２
２
‐
４
０
１
９

募

集

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

臨
時
保
育
士
募
集

●
臨
時
保
育
士（
保
育
士
有
資
格
者
）

※
保
育
経
験
の
あ
る
も
の

勤
務
先　

市
立
保
育
所

応
募
資
格　

市
民

採
用
方
法　

登
録
さ
れ
た
方
の
中
か

ら
、
必
要
に
応
じ
て
随
時
採
用
し
ま

す
。 旭川駅高架化工事に伴い

10月9日（土）列車の運休及び代行バス輸送を行います

　旭川駅高架化工事に伴い、下記の列車が運休となり代行バス輸送を行います。
また時刻変更となる列車もありますので、利用の際は注意ください。
　なお、代行バスは通常よりも所要時間がかかりますので、到着駅からの列車・
代行バス・その他交通機関の最終便に接続しない便もありますので、あらかじめ
確認の上、利用ください。

バス代行輸送区間運休区間運行区間列車名列車番号線名

旭川～美瑛
旭川～美瑛

美瑛行き
（22:25着）

旭川発　
（21:52発）普通1763D

富 
良 
野 
線

旭川～富良野※富良野行き
（23:41着）

旭川発　
（22:37発）普通743D

美瑛～旭川美瑛～旭川

旭川行き
（21:10着）

美瑛発　
（20:36発）普通1762D

旭川行き
（21:41着）

富良野発
（20:44発）普通742D

旭川行き
（23:07着）

美瑛発　
（22:34発）普通1764D

※乗車は旭川～北美瑛間のみです。詳しくは問合せください。

北海道旅客鉄道株式会社旭川支社営業企画　０１６６‐２４‐０６４０
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ン
科
・
色
彩
デ
ザ
イ
ン
科
・
建
築
技

術
科
・
造
形
デ
ザ
イ
ン
科

訓
練
期
間　

平
成　

年
４
月
か
ら
２

２３

年
間

募
集
期
間　
　

月
１
日
〜　

月　

日

１１

１１

２０

応
募
資
格　

高
校
を
卒
業
し
た
方

（
平
成　

年
３
月
卒
業
見
込
み
を
含

２３

む
）。
こ
れ
と
、同
等
以
上
の
学
力
を

有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
方

選
考
日　
　

月
６
日
鰹月
 

１２

選
考
科
目　

学
力
試
験
（
国
語
・
数

学
）・
面
接

鰹問
 

北
海
道
立
旭
川
高
等
技
術
専
門
学
院

旭
川
市
緑
が
丘
東
３
条
２
丁
目
１
‐
１

拶
０
１
６
６
‐
６
５
‐
６
６
６
７

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

一
般
世
帯
向
け
住
宅
（
単
身
入
居
可

能
住
宅
）　

１
戸

東
麻
町
（
東
麻
町　

番
）

１２

　

昭
和　

年　

２
Ｄ
Ｋ

５０

受
付
期
間　

９
月
６
日
鰹月
 

〜　

日
鰹金
 
１７

入
居
資
格　

虚
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
方

許
税
金
の
滞
納
が
な
い
方

距
収
入
が
基
準
以
内
の
方

鋸
申
込
者
（
そ
の
同
居
者
、
同
居
し

よ
う
と
す
る
親
族
を
含
む
）
が
暴
力

団
員
で
な
い
こ
と

家　

賃　

入
居
す
る
方
の
収
入
に
よ

り
決
ま
り
ま
す
。

申
込
み　

都
市
建
築
課
に
あ
る
申
込

書
に
記
入
し
、
必
要
な
書
類
（
収
入

を
証
明
す
る
書
類
な
ど
）
を
添
え
て

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

鰹問
 

都
市
建
築
課

拶
３
９
‐
２
３
１
６

試
験
・
講
座

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

パ
ソ
コ
ン
教
室

と　

き　
　

月
４
日
鰹月
 

・
６
日
鰹水
 

１０

　
　
　
　

午
後
６
時
〜
８
時　

分
３０

と
こ
ろ　

人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

内　

容　

ブ
ロ
グ
・
ツ
イ
ッ
タ
ー
作
成

参
加
料　

１
０
０
０
円（
教
材
費
）　

定　

員　

先
着　

人
２０

応
募
資
格　

パ
ソ
コ
ン
で
文
字
入
力

の
で
き
る
方

申
込
み　

９
月　

日
鰹金
 

ま
で
に
人
材

２４

開
発
セ
ン
タ
ー
（
２
２
‐
２
６
１
９
）

へ
電
話
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

鰹問
 
　

日
本
電
信
電
話
ユ
ー
ザ
ー
協
会

(財)拶
０
１
６
６
‐
２
０
‐
５
４
０
０

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

中
小
企
業
大
学
校
研
修

虚
北
海
道
の
接
客
業
リ
ー
ダ
ー
養
成

講
座　
　
　

と　

き　

９
月
６
日
鰹月
 

・
７
日
鰹火
 

受
講
料　

２
４
１
５
０
円

講　

師　

キ
ャ
リ
ア
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ

ン
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー 
中
里 
の
ぞ
み 
さ
ん

許
営
業
力
強
化
シ
リ
ー
ズ
（
心
を
つ

か
む
企
画
提
案
力
）

と　

き　

９
月
８
日
鰹水
 

〜　

日
鰹金
 
１０

受
講
料　

３
１
５
０
０
円

講　

師　

越
膳
恵
子
社
会
保
険
労
務

士
事
務
所　

越
膳 
恵
子 
さ
ん

距
こ
ん
な
と
き
ど
う
す
る
骸
人
事
・

労
務
管
理
実
践

と　

き　

９
月　

日
鰹火
 

・　

日
鰹水
 

１４

１５

受
講
料　

２
４
１
５
０
円

講　

師　

若
井
社
会
保
険
労
務
士
事

務
所　

所
長　

若
井 
茂 
さ
ん

鋸
悩
み
解
消
鎧
資
金
繰
り
と
資
金
調

達
の
極
意

と　

き　

９
月　

日
鰹木
 

〜　

日
鰹金
 

１６

１７

受
講
料　

２
４
１
５
０
円

講　

師　

中
小
企
業
診
断
士　

三

浦 
淳
一 
さ
ん

鰹問 
中
小
企
業
大
学
校
旭
川
校

旭
川
市
緑
が
丘
東
３
条
２
丁
目
２
番
１
号

　

拶
０
１
６
６
‐
６
５
‐
１
２
０
０

年年金金だだよよりり 算する際に、全額保険料（１５,１００円（平成２２年度））を
納付した期間と比べて４分の３の年金額として反映さ
れます。
　ただし、半額免除を認められていても半額の保険料を
納めないままでいると、その期間は「未納期間」として
扱われ、老齢基礎年金の受給資格を得る期間としても数
えられず、老後の年金額にも反映されませんので、必ず
保険料月額７,５５０円（平成２２年度）を納めましょう。ま
た４分の１・４分の３免除を受けている方についても同
様ですので、免除に応じた保険料を納めましょう。

保険料の支払いはお忘れなく
鰹問 市民環境課市民年金係　拶３９‐２３０１

国民年金・老齢基礎年金の裁定請求手続き
　昭和２０年９月生まれ(満６５歳)の方は、誕生日の前日
以降に手続きをしてください。厚生年金の受給者は、
誕生月に送られてくるはがきが、基礎年金の手続きに
なります。

市役所②番窓口にお越しください。必要なものは印
鑑・預金通帳・戸籍謄本・住民票謄本などです。

国民年金保険料の納付について
　国民年金保険料は納付期限から２年以内に納めなけ
れば納めることができなくなります。ただし、免除（全
額・半額等）・学生納付特例などの承認を受けている期
間については、１０年間さかのぼって追納することができ
ます。
　いずれの場合も、そのままにしておくと将来受け取る
年金額が減額されますので、保険料を納めることをお勧
めします。
　すでに納めることができなくなった場合は、６０歳から
６５歳までの間、任意加入し、納付することもできます。
　詳しくは、お問い合わせください。

国民年金保険料の『半額免除』を受けている方へ
　国民年金保険料の「半額免除」を認められると、保険
料の半額７,５５０円（平成２２年度）を納め、残りの半額分
の納付が免除されます。
　半額免除が認められた期間は、老齢基礎年金の受給資
格を得るための期間として数えられ、老後の年金額を計

お詫びと訂正

■広報ふらの８月号の「平成21年度
市民意識調査結果（６～７P）」の中
で、【別表４】の「力を入れてほしい
項目」の数字に間違いがありました
ので、下記の通り訂正し、お詫び申
し上げます。

①雇用確保対策　　　　　　80.4％
②高齢者対策　　　　　　　67.3％
③市内の医療体制　　　　　66.2％
④福祉施設の整備　　　　　60.6％
⑤児童や障がい者などの福祉対策　
　　　　　　　　　　　　　60.1％
⑥中心街の活性化　　　　　60.1％
⑦商業の振興　　　　　　　59.8％
⑧新産業の創出対策　　　　59.1％
⑨小中学校の学習環境　　　58.5％
⑩幼児教育の学習環境　　　57.7％
⑪除排雪などの雪対策　　　55.8％
⑫鉄道やバスなどの公共交通機関の
充実　　　　　　　　　　　54.2％
⑬農林業の振興　　　　　　54.0％
⑭工業の振興　　　　　　　53.9％
⑮青少年の健全育成　　　　52.6％
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■移住者の方々に取材をしていると、自分の知らな
い目からウロコな富良野情報（おいしいパンや新し
いカフェなど、大体食べ物の情報ですが）を聞くこ
とができます。また普段何気なく見過ごしている富
良野の景色や出来事、楽しみ方を気付かせてくれる
こともあります。移住者の多い富良野。それが富良
野の大きな強みだと改めて感じます。（し）

編集
後記

古
漬
け
に
薬
味
も
添
え
て
夏
の
膳

相
良　

紀
子

あ
ぢ
さ
ひ
の
う
す
き
香
り
よ
浮
気
者

根
本　
　

宏

朝
顔
や
静
か
に
咲
い
て
今
日
暮
る
る

東
野　

ミ
ネ

捌
か
れ
る
覚
悟
は
し
か
と
秋
刀
魚
の
目　

木
戸　

美
星

ひ
と
た
び
は
畳
の
上
に
盆
の
も
の

中
田　

通
子

青
汁
を
飲
む
手
ゆ
さ
ぶ
る
は
た
た
神
　
　
　

菅
原
百
合
子

紫
の
帽
子
か
た
む
け
迎
え
く
る
る

え
ぞ
を
だ
ま
き
の
花
も
旅
人　
　
　
　
　

森
高　

緑
子

ひ
っ
そ
り
と
山
野
の
奥
に
無
垢
に
咲
く

「
一
人
静
」
に
会
い
に
行
き
ゆ
く           
中
嶋
美
恵
子

赤
し
ろ
の
葵
咲
く
径
散
歩
み
ち

は
る
け
き
想
い
曳
き
よ
せ
な
が
ら　
　
　

川
崎　

淑
子

め
ぐ
り
来
し
原
爆
記
念
日
新
た
な
る

参
列
の
人
び
と
と
共
に
祈
り
て　
　
　
　

赤
沼　

ひ
さ

わ
が
世
代
戦
中
戦
後
生
い
立
ち
て

な
に
か
が
不
消
化
昭
和
一
桁　
　
　
　
　

佐
々
木　

緑

盈

災害時には、市とラジオふらのとの協定により、
災害情報が流されます。

行政情報番組　ラジオ広報「ふらの」
・放送日時　毎週　月曜日～金曜日　
　　　　　　　　　午後６時～６時５分
まちづくり情報番組　元気ハツラツ！まちづくり
・放送日時　９月２５日鰹土 　午前１０時～１０時４５分

今月のラジオ　　ラジオふらのFM77.1MHｚ

『
へ
そ
の
西
脇
織
物
ま
つ
り
』
で　
　
　
　
　

　

富
良
野
物
産
展
を
行
い
、
へ
そ
踊
り
を
披
露

▼

播
州
織
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
『
ヘ
ソ
コ

レ
』。
地
元
高
校
生
や
専
門
学
生
な
ど
が
播
州

生
地
で
衣
装
を
制
作
し
披
露

　

8
月
８
日
に
開
催
さ
れ
た『
へ
そ

の
西
脇
織
物
ま
つ
り
』に
富
良
野
市

か
ら
職
員
が
訪
問
し
ま
し
た
。友
好

都
市
西
脇
市
と
は
毎
年
、相
互
に
訪

問
し
合
い
、西
脇
市
か
ら
も
へ
そ
祭

り
に
来
て
い
た
だ
き
、へ
そ
踊
り
を

一
緒
に
踊
り
、交
流
を
深
め
て
い
ま

す
。

　

一
行
は
前
夜
祭
の
採
火
式
、セ
レ

モ
ニ
ー
に
参
加
し
、播
州
織
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
『
ヘ
ソ
コ
レ
』
や
加

杉
野
お
ど
り
な
ど
を
見
学
。
ま
た
、

「
富
良
野
物
産
展
」
を
行
い
、
セ
レ

モ
ニ
ー
で
は
へ
そ
踊
り
を
披
露
す

る
な
ど
、富
良
野
市
の
P
R
と
絆
を

深
め
て
き
ま
し
た
。

■取材で畑に入る機会があり、夏野菜のいい匂いを
感じながら、トマトの葉っぱをかき分け、撮影をし
てきました。取材から帰ると手首がかゆく、よく見
ると湿疹が。忘れていました…。肌が弱く、作物や
草木の生い茂る夏が嫌いだったことを。そんな富良
野の短い夏も終わりを告げようとしています。（う）


